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腕
制
一
一
防
措
白
氏
文
集
新
楽
府
元
亨
写
本
に
つ
い
て太

次

田

男

白
氏
文
集
巻
三
・
四
新
楽
府
に
つ
い
て
は
、
周
知
の
ご
と
く
、
乎
安
時
代
以
来
盛
行
し
、
従
っ
て
、
他
の
巻
に
比
し
て
、
数
多
く
の
写

本
が
現
存
す
る
。
現
在
で
は
、
そ
の
最
古
の
も
の
は
普
通
神
田
本
と
呼
ば
れ
る
乎
安
末
紗
本
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
次
い
で
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
の
が
、
首
題
の
書
陵
部
蔵
藤
原
時
賢
書
写
元
亨
紗
本
で
あ
る
。
現
在
、

一
般
に
は
「
時
賢
本
」
と
呼
ば
れ
る
。
以
下
、
こ
の
称
呼
に

従
う
。そ

の
本
文
に
つ
い
て
は
、

一
応
、
既
に
新
楽
府
校
勘
表
に
於
て
示
し
た
。
旧
紗
本
の
中
で
は
、
も
っ
と
も
神
岡
本
に
近
い
本
文
を
も
っ

が
、
同
時
に
、
若
干
の
異
同
を
も
併
せ
も
っ
て
い
る
。
ま
た
、
他
の
紗
本
に
も
増
し
て
、
他
本
に
は
み
ら
れ
な
い
校
異
の
注
が
少
な
か
ら

ず
施
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
は
底
本
で
あ
る
菅
家
本
、
及
び
、
校
合
の
た
め
に
使
用
さ
れ
た
藤
原
正
家
の
家
本
に
施
さ
れ
て
い
た
も
の
と

い
h

え
る
。

こ
の
本
に
ほ
墨
筆
に
よ
っ
て
施
さ
れ
た
訓
(
一
語
に
つ
き
ニ
訓
な
ど
複
数
の
場
合
が
比
較
的
多
い
〉
の
外
に
も
、

朱
・
楼
・
茶
色
訓
が
か
な

り
詳
密
に
施
さ
れ
、
同
時
に
、
そ
れ
と
同
色
に
よ
る
合
点
も
極
め
て
多
く
、
そ
れ
も
震
と
複
数
(
二
本
乃
至
三
本
が
色
別
に
施
さ
れ
る
の
は
稀

で
は
な
く
、
更
に
、
「
F
h
u
」
の
ご
と
く
、
左
右
高
々
に
別
れ
、
そ
の
各
々
が
そ
れ
ぞ
れ
複
数
で
あ
る
こ
と
が
多
い
〉
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
本
の
色
別
さ
れ
た
訓
を
基
準
に
し
て
、
小
林
芳
規
博
士
が
神
岡
本
に
施
さ
れ
た
数
種
の
訓
を
博
士
家
別
に
分
類
さ
れ
た
こ
と
は
よ
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く
知
ら
れ
て
い
る
。

然
し
な
が
ら
、
訓
点
に
於
け
る
こ
の
色
別
け
を
子
細
に
検
す
れ
ば
、

そ
れ
程
単
純
な
も
の
で
は
な
く
、
例
え
ば
朱
色
一
つ
を
と
っ
て
み

て
も
、
色
の
質
が
相
違
す
る
筆
の
存
す
る
こ
と
を
見
出
す
の
で
あ
り
、
或
い
は
、

こ
の
こ
色
が
同
じ
個
所
に
重
ね
て
施
さ
れ
て
い
る
場
合

も
屡
々
認
め
ら
れ
る
。

そ
れ
は
必
ず
し
も
偶
然
の
こ
と
で
は
な
く
、
明
か
な
意
図
の
も
と
に
行
わ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

そ
の
こ
と

つ
ま
り
朱
色
に
こ
種
あ
る
こ
と
を
明
か
に
示
し
て
い
る
。

こ
れ
迄
、
筆
者
は
こ
の
本
に
つ
い
て
、
調
査
す
る
こ
と
を
少
く
と
も
三
度
行
っ
た
。
最
初
は
、
既
に
大
分
以
前
の
こ
と
に
な
る
が
、
や

斗
品
、

や
機
械
的
に

B
5
版
紙
焼
き
の
上
に
色
鉛
筆
で
色
別
け
を
加
え
た
。
い
ま
か
ら
考
え
れ
ば
極
め
て
不
充
分
の
も
の
で
あ
る
。
二
回
目
は
、

二
三
年
前
に
な
る
が
、
こ
の
本
を
色
別
け
を
も
加
え
て
翻
宇
す
る
つ
も
り
で
、
詳
細
に
調
査
し
、

そ
の
過
程
で
砂
か
ら
ざ
る
角
筆
点
を
も

見
出
し
た
。
こ
の
と
き
は
一

O
倍
の
ル

l
。
ヘ
を
使
い
、
澄
色
筆
の
仮
名
や
合
点
の
か
な
り
多
く
の
個
所
の
下
に
、
も
と
同
じ
仮
名
及
び
合

点
が
、
鮮
か
な
緑
青
筆
で
存
し
た
の
を
、
拭
う
よ
う
に
抹
消
し
た
跡
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
た
。
今
回
は
更
に
倍
率
の
高
い
ル

i
ベ
を
使

ハ
2
v

用
し
た
が
、
そ
の
効
果
は
歴
然
た
る
も
の
が
あ
り
、
更
に
緑
青
色
の
抹
消
の
跡
を
追
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
殊
に
、
異
種
の
二
色
の
重

な
り
の
上
下
な
ど
は
、
こ
れ
で
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
判
然
と
し
た
こ
と
は
大
き
な
収
穫
で
あ
っ
た
。

他
本
に
対
し
研
究
上
さ
ほ
ど
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
な
紗
本
は
、
特
に
そ
の
訓
点
の
書
写
過
程
等
に
つ
い
て
ま
で
、

そ
れ
程
詳
細
に

調
査
す
る
必
要
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
神
田
本
と
か
こ
の
時
賢
本
な
ど
の
ご
と
く
、
新
楽
府
と
し
て
は
一
種
の
基
準
と
な

る
べ
き
紗
本
で
あ
り
、
そ
の
中
の
問
題
を
含
む
個
所
に
関
す
る
調
査
結
果
が
、
他
本
の
研
究
結
果
に
影
響
す
る
こ
と
も
多
い
の
で
、

調
査
に
つ
い
て
は
、
慎
重
の
上
に
も
慎
重
を
期
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の

こ
の
時
賢
本
は
、
従
来
、
或
い
は
本
文
校
勘
上
、
或
い
は
訓
点
研
究
上
に
お
い
て
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
用
い
ら
れ
て
き
た
が
、
こ

の
本
自
体
に
関
す
る
基
礎
的
調
査
報
告
に
は
ま
だ
接
し
て
い
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
研
究
の
方
が
先
に
行
わ
れ
た
形
に
な
り
、

い
さ
さ
か
、
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順
序
が
逆
に
な
っ
た
感
が
な
く
も
な
い
が
、
精
密
な
基
礎
的
研
究
は
、
何
時
、
如
何
な
る
と
き
に
も
必
要
で
あ
り
、

そ
の
結
果
に
よ
っ
て

は
、
従
来
の
研
究
に
訂
正
が
施
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
起
る
可
能
性
は
充
分
考
え
ら
れ
る
。

註
川
拙
稿
「
神
岡
本
白
氏
文
集
校
勘
表
」
(
『
神
岡
本
自
氏
文
集
の
研
究
』
研
究
篇
所
収
)
参
照
。

間
古
写
本
調
査
の
際
に
於
て
、
諸
種
の
事
情
か
ら
あ
る
個
所
を
特
に
拡
大
し
て
検
討
す
る
必
要
が
生
じ
た
と
き
、
筆
者
の
経
験
か
ら
す
れ
ば
、
一
般

的
に
は
一

O
倍
の
ル
l
ベ
が
適
当
で
、
便
利
で
あ
り
、
殆
ん
ど
こ
れ
で
用
は
足
り
る
。
但
し
、
朱
・
墨
筆
が
重
書
さ
れ
て
い
る
場
合
の
上
下
の
検

討
と
か
、
朱
筆
の
下
に
更
に
別
種
の
朱
筆
が
あ
る
か
否
か
な
ど
を
明
瞭
に
す
る
な
ど
の
為
に
は
、
こ
れ
で
は
充
分
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
に
、

今
回
、
ア
サ
ヒ
ベ
ン
タ
ッ
ク
ス
の
「
モ
ノ
キ
ュ
ラ
l
」
(
単
眼
鏡
〉
を
試
用
し
て
み
た
。
こ
れ
に
一
個
の
レ
ン
ズ
と
台
を
装
着
す
れ
ば
二
十
一
倍

の
ル

i
べ
に
な
り
、
解
像
の
偉
力
は
こ
れ
迄
の
十
倍
の
も
の
の
比
で
は
な
い
。
今
回
の
調
査
・
検
討
に
関
し
、
肉
眼
の
み
で
は
到
底
最
終
的
判
定

を
下
し
得
な
い
多
く
の
個
所
に
、
敢
で
ほ
ぼ
断
定
的
な
言
い
方
を
し
得
た
の
は
、
主
と
し
て
こ
れ
の
使
用
の
た
め
で
あ
る
。

先
ず
こ
の
時
賢
本
の
書
誌
的
事
項
を
中
心
に
し
て
、
本
自
体
の
基
礎
的
調
査
の
結
果
を
全
般
的
に
述
べ
る
。

こ
の
本
は
今
は
巻
三
の
み
現
存
す
る
。
元
来
巻
三
・
四
の
ニ
軸
が
揃
っ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、

そ
の
徴
証
と
な
る
べ
き
も
の
は

見
当
ら
な
い
。
大
型
の
本
で
一
軸
は
、

一
紙
の
高
さ
四
了
二
糎
、

長
さ
六
九
糎
の
斐
紙
二
十
八
紙
よ
り
な
っ
て
い
る
。
墨
界
、

界
高

コ
了
三
五
糎
、
界
幅
三
・
八
糎
、

一
行
十
四
字
、
双
行
の
小
字
注
が
所
々
に
み
ら
れ
る
。
後
補
、
淡
水
色
雲
形
文
様
の
絹
紋
織
物
の
表
紙
を

装
し
、
見
返
に
は
銀
箔
散
し
紙
を
配
す
る
。
金
紙
の
題
祭
〈
一
九
×
二
糎
)
に
は
「
白
氏
文
集

巻
三
」
と
あ
る
。
後
補
木
軸
が
付
さ
れ
て

い
る
。
内
題
は
、

わ
が
旧
紗
本
に
共
通
す
る
「
文
集
巻
第

大
原
白
居
易
」
、

尾
題
も
「
文
集
巻
第
三
」
と
あ
る
。
朱
筆
に
よ
る
句
読

点
・
ヲ
コ
ト
点
。

訓
点
や
校
合
注
、

音
義
注
、

書
入
れ
は
朱
墨
の
外
、

か
っ
朱
筆
も
濃
淡
二
種
が
あ
り
、
更

種
、
薄
茶
筆
も
み
ら
れ
、

澄
色
筆
を
み
る
と
、

そ
の
総
て
で
は
な
い
が
、

骨
て
そ
の
下
に
緑
青
色
筆
が
あ
っ
て
拭
う
が
ご
と
く
抹
消
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
上
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に
、
ほ
ぼ
そ
れ
と
同
じ
仮
名
や
合
点
を
澄
色
筆
(
稀
に
濃
朱
色
・
茶
色
)
を
も
っ
て
重
書
し
た
個
所
も
少
な
か
ら
ず
認
め
ら
れ
る
。
尚
、
朱

筆
・
澄
筆
に
つ
い
て
は
こ
に
於
て
更
に
詳
細
に
述
べ
る
。
そ
の
外
、
角
筆
点
も
少
か
ら
ず
施
さ
れ
て
い
る
。

奥
書
は
二
筆
よ
り
な
り
、

本
云
/
以
此
本
侍

御
読
/
黄
門
郎
資
実
戸
部
尚
書
光
範
/
李
部
大
卿
在
一
一
角
等
同
奉
授
之
/
但
此
三
人
不
常
参
予
殊
押
天
顔
頻
応
更
問
耳

/
翰
林
学
士
菅
組
問

(
二
行
ア
ケ
〉

元
亨
四
年
十
月
一
日
以
菅
家
証
本
/
書
写
吃
/
侍
従
時
賢

と
あ
る
、
こ
こ
迄
は
本
文
と
同
筆
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
本
の
本
文
書
写
者
は
侍
従
時
賢
そ
の
人
で
あ
る
。
そ
の
次
、

一
行
あ
け
て
、

別
筆
に
て
、

正
中
二
季
三
月
十
二
日
拭
老
眼
移
秘
点
畢
/
従
二
位
済
氏

と
あ
り
、
以
下
も
同
筆
に
て
、
別
行
「
校
了
」
(
墨
書
)
と
あ
る
の
に
続
い
て
、

以
式
部
大
輔
王
家
朝
臣
侍
読
本
見
合
了
/
彼
点
以
朱
写
之

校
了
(
二
字
、
濃
朱
書
)

と
あ
り
、
更
に
、
「
本
奥
書
云
」
と
し
て
、

も
う
一
本
の
藤
原
正
家
の
本
の
、

歴
代
の
侍
読
の
名
を
連
ね
る
奥
書
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
時
賢
に
よ
り
書
写
さ
れ
た
本
文
に
訓
点
を
施
し
た
の
は
済
氏
で
あ
り
、
同
人
は
、
原
本
か
ら
と
正
家
本
か
ら
と
、
再
度
に
豆
り

加
点
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
正
家
本
か
ら
の
分
は
朱
筆
で
施
さ
れ
て
い
る
と
あ
る
が
、
同
じ
く
朱
書
の
「
校
了
」
と
あ
る
こ
字
の
朱

の
濃
度
や
質
が
、
本
文
中
で
の
そ
の
分
の
朱
を
も
う
一
つ
の
薄
朱
筆
と
識
別
す
る
基
準
と
な
し
得
る
。

本
文
の
筆
者
「
時
賢
」
に
関
し
て
は
、
尊
卑
分
、
豚
に
数
人
が
挙
げ
ら
れ
、
た
ま
た
ま
大
江
家
に
も
同
名
の
人
物
が
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

大
江
時
賢
に
擬
す
る
説
も
あ
っ
た
が
妥
当
で
は
な
い
。
奥
書
の
記
述
か
ら
す
れ
ば
、
時
賢
、
済
氏
両
名
は
、
当
然
、
近
い
関
係
の
間
柄
で

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

こ
れ
を
目
安
に
尊
卑
分
、
豚
を
検
す
れ
ば
、

藤
原
忠
平
ハ
貞
信
公
〉
の
四
男
師
予
の
小
一
条
流
の
中
に
該
当
す
る
人
物

-4-



を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
師
晋
ノ
は
安
和
ノ
変
の
主
謀
者
と
目
さ
れ
、

そ
の
息
済
時
の
女
賊
子
は
三
条
院
后
で
あ
り
、

同
じ
く
道
長
女
折

子
と
の
聞
で
、
二
人
を
縫
っ
て
の
ト
ラ
ブ
ル
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
い
ま
、
済
時
の
第
五
代
以
下
を
示
せ
ぼ
次
の
通
り
で
あ
る
。

諸費師自
ニ守下

九綱」

|丈
親自

上

綱

高家主
言位

時

長信E
六三位

主四時

済堂
位

家

臨済管
頭

氏

器時師空

賢世足

本
補
任
作
正
三

信
時
の
没
年
、
文
永
三
年
(
二
二
ハ
六
)
か
ら
す
れ
ば
こ
の
本
の
書
写
年
代
元
亨
四
年
(
二
ニ
二
四
〉
も
妥
当
で
あ
る
し
、

ま
た
、
時
賢

の
侍
従
に
関
し
て
は
こ
こ
に
そ
の
書
入
れ
は
な
い
が
、
兄
師
世
に
準
じ
て
考
え
得
ら
れ
よ
う
。
従
っ
て
、
済
氏
、
時
賢
と
は
小
一
条
流
の

藤
原
氏
で
あ
り
、

し
か
も
父
子
で
あ
る
と
断
定
し
得
る
。
但
し
、
こ
の
両
人
、
及
び
一
統
に
は
特
に
学
聞
に
縁
の
あ
る
め
ぼ
し
い
人
物
は

殆
ん
ど
見
当
ら
な
い
。

次
に
、

そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
済
氏
が
白
氏
新
楽
府
の
菅
家
本
や
王
家
本
を
使
用
し
得
た
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
環
境
を
知
る
た
め
に
、

そ
の
経
歴
に
つ
い
て
触
れ
る
。
時
賢
に
つ
い
て
は
関
係
資
料
は
極
め
て
少
な
い
。

『
公
卿
補
任
』
徳
治
元
年
(
一
三
O
六
)
条
に
、

非
参
議

従
三
位

藤
済
氏
四
十
一
正
月
五
日
叙
前
刑
部
卿

文
永
七
十
ニ
廿
九
従
五
下
。

弘
安
五
八
十
一
右
兵
衛
権
左
。

同
六
二
廿
六
従
五
上
。

同
九
正
五
正
五
下
。

正
応
元
六
廿
八
従
四

下
。
同
二
十
二
十
五
内
蔵
頭
。
同
三
四
十
七
従
四
上
。
同
五
十
二
舟
正
四
下
(
辞
頭
叙
之
)
。
永
仁
二
四
十
三
刑
部
卿

と
あ
り
、

更
に
、

延
慶
三
年
(
三
三

O
〉
「
二
月
八
日
叙
正
三
位
」
、

正
和
四
年
(
二
三
五
)
「
正
月
六
日
叙
従
二
位
」
、
嘉
歴
二
年
(
一

三
二
七
〉
「
月
日
亮
」
と
あ
る
。
享
年
六
十
二
歳
。

と
す
れ
ば
、
済
氏
が
新
楽
府
の
加
点
、
校
合
に
従
事
し
た
の
は
、

正
中
二
年
(
二
三

五
〉
で
あ
る
の
で
、
没
年
よ
り
二
年
前
の
六
十
歳
の
と
き
に
当
り
、
最
晩
年
の
と
き
の
事
で
あ
る
。
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つ
い
で
に
記
せ
ば
、
済
氏
の
息
師
世
は
『
同
書
』
延
文
四
年
(
一
三
五
九
)
条
に
「
非
参
議
、

従
三
位
」
、
貞
治
元
年
(
一
三
六
二
)
「
五

月
七
日
叙
正
三
位
」
、
同
四
年
「
月
日
義
」
と
あ
る
。

こ
の
済
氏
が
菅
家
本
・
正
家
本
を
借
用
し
得
た
こ
と
に
関
し
て
、

次
に
、

二
家
の
新
楽
府
該
本
伝
領
者
或
い
は
そ
れ
に
近
い
と
思
わ
れ

る
人
と
済
氏
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
る
。

先
ず
菅
家
証
本
で
あ
る
が
、
本
奥
書
に
あ
る
通
り
、

そ
の
本
を
も
っ
て
御
読
に
侍
し
た
の
は
為
長
で
あ
っ
た
。
為
長
一
統
を
尊
卑
分
肱

で
示
せ
ば
、

文男為
菟四
三長

十弘早大文
五安入学掌
莞四 頭博

士成ム土
-1事
l言

主主清監
卒ニ 兵博
六七阜部土
十 ? 卿
七|

卒E阜 正
五中ル~三
十二越
五七'吉中

入土L橡

『
榊
諸
家
知
譜
拙
記
』
よ
り
補
え
ば
、
為
長
一
均
一
一
一
川
仁
油
、
長
成
眠
時
特
…
鴇
一
世
一
一
、
長
宣
号
高
辻

- 6 

と
み
え
る
。
こ
の
う
ち
、
長
宣
に
関
し
て
は
、
公
卿
補
任
に
よ
れ
ば
、
応
長
元
年
(
一
三
一
一
)
、
非
参
議
従
三
位
と
し
て
記
載
さ
れ
、
文

保
二
年
(
一
三
一
八
)
二
月
十
一
日
叙
正
三
位
、

正
中
二
年
七
月
八
日
に
五
十
五
歳
で
嘉
じ
て
い
る
の
で
、

こ
の
年
は
奇
し
く
も
、
済
氏

が
、
既
に
菅
家
本
か
ら
時
賢
が
書
写
し
た
岡
本
文
に
同
じ
く
そ
の
本
の
訓
点
を
移
点
し
た
そ
の
年
に
当
り
、

し
か
も
、
長
宣
の
死
去
は
移

点
よ
り
わ
ず
か
四
ヶ
月
足
ら
ず
の
間
の
こ
と
で
あ
る
。
済
氏
・
長
宣
の
両
人
は
同
じ
く
非
参
議
二
・
三
位
の
身
と
し
て
、
当
然
、
交
渉
も

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
従
っ
て
、
為
長
よ
り
伝
領
し
た
筈
の
新
楽
府
証
本
を
、
済
氏
が
長
宣
の
手
か
ら
借
り
受
け
て
重
紗
す
る
こ
と
は
そ

れ
程
困
難
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
。

文
章
博
士
に
な
る
家
柄
と
し
て
菅
原
・
大
江
二
家
の
外
、
藤
原
(
日
野
)
氏
が
あ
る
。
済
氏
が
移
点
・
校
合
し
た
別
種
の
本
が
そ
の
家

本
、
つ
ま
り
正
家
が
堀
川
院
の
侍
読
と
し
て
使
用
し
た
点
本
で
あ
る
が
、
代
々
伝
領
さ
れ
て
、
同
じ
く
侍
読
の
た
め
に
使
用
さ
れ
た
有
様

が
、
そ
の
筆
に
よ
り
本
奥
書
に
詳
密
に
示
さ
れ
て
い
る
。



そ
れ
を
辿
っ
て
、
王
家
、
俊
信
以
下
、

五
名
を
尊
卑
分
肱
に
よ
っ
て
示
せ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

① 
入天ττ正侍
十永........四読
六二 位掘

十家下川
十マ、右文
二|大章
卒|弁博

土

② 
長必争正文
治じA 五章
二位博

二信工土

手 I~
③ 

嘉久、閥正侍
豆安四三読
十四 位近
九五輩参街
十司、議
五|左

大
弁

①

t
⑦
の
人
名
は
元
奥
書
に
み
え
る
。

『
諸
家
知
譜
拙
記
』

③ 
奨建槍正侍
七久じん三読
十二 位近
九五怒参衛

廿刈ユi」議高

二 1左倉
大文
弁章

博
士

⑤ 
莞建胡従侍
七久lJyLt二読
十二 位後
九五経参鳥

廿川斗a議羽

二権土
中御
納門
言文

章
博
士

一

侍

読

後

鳥

羽

一

正

三

位

或

親

経

子

「

盛

経

|

|

安
貞
二
七
十
一
出
家

侍
読
四
条
文
章
博
士
侍
読
亀
山
後
字
多

E
二
位
参
議
式
部
大
甫
従
二
位
参
議
左
大
弁

⑥

信

盛
l

⑦

経

業

文

永

七

七

五

正

応

二

十

十

九

莞

七

十

八

莞

に
拠
れ
ば
日
野
の
う
ち
、
王
家
を
経
て
親
経
の
次
、
俊
頼
(
尊
卑
分
肱
作
宗
親
)
|
俊
国
l
経
雄
|
正
経
|
正
雄
と
続

く
系
統
を
大
福
寺
流
と
し
、
俊
経
二
男
盛
経
か
ら
信
盛
、
経
業
と
続
く
系
統
を
四
条
流
又
大
福
寺
家
庶
流
と
し
て
別
扱
い
に
し
て
い
る
。

大
福
寺
流
は
親
経
の
後
、
盛
経
以
下
の
庶
流
に
比
し
て
振
わ
ず
、
尊
卑
分
、
肱
盛
経
の
注
に
「
或
親
経
子
」
と
あ
る
の

但
し
、

ま
た
、

で
、
侍
読
用
の
正
家
本
が
、
元
奥
書
に
み
ら
れ
る
如
く
、
庶
流
の
盛
経
の
系
統
に
伝
領
さ
れ
た
と
し
て
も
特
に
不
都
合
と
は
い
え
ま
い
。

と
す
れ
ば
、
元
奥
書
に
み
え
る
最
後
の
経
業
の
そ
の
後
を
、
更
に
、
み
る
必
要
が
あ
る
。

宮

内

少

甫

従

五

位

上

出

家

覚

性

静

孤

僧

正

弟

子

業

|

|

顕

経

|

|

経

称

吋侍よ
経八和 三読
業十ご 位亀
子三四塗布山

廿/ト京
四|大

|夫

蓄電永朝正侍
四仁/IY'"五読
十六 下後

五、踊大字
十ヤ、内多
四|記

早
世

文
章
博
士

正
五
下
権
右
中
弁

有

正

正
中
二
十
廿
三

莞
四
十
九

*
 

牢

四
一
作
七

に
明
か
な
如
く
、
顕
経
、
経
称
と
も
に
出
家
し
て
い
る
の
で
、
正
家
本
は
親
業
に
伝
領
さ
れ
た
に
相
違
あ
る
ま
い
。
ま
し
て
、
注
記
に
も

あ
る
よ
う
に
、
親
業
は
「
経
業
子
」
と
あ
り
、
家
業
の
学
問
を
継
ぐ
に
も
相
応
し
い
。
と
す
れ
ば
、
正
家
本
が
や
が
て
有
正
に
伝
え
ら
れ
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る
こ
と
も
自
然
に
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
の
有
正
は
済
氏
と
は
同
時
代
の
人
で
あ
り
、

し
か
も
、
こ
の
人
も
ま
た
菅
家
の
長
宣
と
同
じ
く
、

奇
し
く
も
済
氏
が
正
家
本
よ
り
移
点
し
た
正
中
二
年
に
没
し
て
い
る
。
従
っ
て
、

正
家
本
が
済
氏
に
よ
っ
て
借
り
出
さ
れ
る
こ
と
に
さ
し

た
る
無
理
は
見
出
し
難
い
。

と
す
れ
ば
、
こ
の
書
写
本
は
、
現
在
、
書
写
者
の
名
を
冠
し
て
普
通
時
賢
本
と
呼
称
さ
れ
て
お
り
、

な
る
ほ
ど
本
文
の
書
写
は
時
賢
の

手
に
成
っ
た
に
相
違
な
か
ろ
う
が
、
全
体
と
し
て
み
る
と
き
、
点
本
と
し
て
現
在
の
形
に
ま
で
仕
上
げ
る
た
め
に
中
心
と
な
っ
た
の
は
寧

ろ
済
氏
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
菅
原
為
長
使
用
の
新
楽
府
侍
読
本
を
底
本
と
し
、
更
に
藤
原
正
家
使
用
の
同
じ
く

侍
読
本
を
も
っ
て
本
文
に
校
合
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
た
こ
の
木
は
、
新
楽
府
書
写
史
上
か
ら
み
て
も
、
本
文
と
し
て
稀
に
み

ら
れ
る
程
由
緒
深
く
、
か
っ
良
質
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

正
中
二
年
、
済
氏
が
こ
の
本
の
移
点
・
校
合
の
仕
事
に
従
事
し
た
の
は
六
十
歳
の
と
き
に
当
り
、
さ
す
れ
ば
、
奥
書
に
「
拭
老
眼
移
秘

点
畢
」
と
記
し
て
い
る
の
も
、
必
ず
し
も
常
套
の
誇
張
的
表
現
と
ば
か
り
は
い
え
ま
い
。

神
田
喜
一
郎
氏
蔵
白
氏
文
集
新
楽
府
巻
三
・
四
は
平
安
末
、
博
士
家
の
藤
原
茂
明
に
よ
り
書
写
・
加
点
さ
れ
た
が
、

そ
の
識
語
に
よ
れ

ば
そ
れ
は
偏
え
に
孫
敦
経
の
白
詩
に
慣
れ
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

当
時
、

新
楽
府
は
男
性
に
関
す
る
限

り
、
主
と
し
て
、
早
く
か
ら
漢
詩
入
門
の
書
と
し
て
扱
わ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
す
れ
ば
、

い
わ
ば
人
生
の
最
晩
年
に
な
っ
て
(
書
写
二
年
後
嘉

ず
)
、
済
氏
が
新
楽
府
の
書
写
及
び
本
文
校
訂
に
異
常
と
思
わ
れ
る
程
の
意
欲
を
持
っ
た
こ
と
に
改
め
て
注
目
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
の
原
因
が
奈
辺
に
あ
り
や
、

そ
れ
を
示
す
資
料
が
見
当
ら
ず
、
臆
測
の
域
を
出
な
い
が
、
元
来
学
問
や
文
学
の
家
柄
で
な
く
、

し
か

も
、
済
氏
・
時
賢
二
代
に
一
且
り
刑
部
卿
で
あ
っ
た
こ
と
が
、

一
つ
の
示
唆
に
な
り
は
し
な
か
ろ
う
か
。
時
賢
が
こ
の
本
を
書
写
し
た
の
は

建
武
中
興
(
一
三
三
四
年
〉
の
そ
も
そ
も
の
開
始
と
も
い
え
る
そ
の
十
年
前
の
正
中
の
変
の
年
に
当
り
、

し
か
も
、

日
野
資
朝
・
俊
基
が
鎌

倉
幕
府
に
捕
え
ら
れ
た
の
は
そ
の
九
月
二
十
三
日
で
あ
り
、
こ
の
本
の
書
写
は
正
し
く
そ
の
直
後
の
十
月
一
日
で
あ
っ
た
。
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か
か
る
緊
迫
し
た
時
世
に
あ
っ
て
、
済
氏
・
時
賢
が
こ
れ
に
積
極
的
に
対
処
し
た
の
か
、
或
い
は
消
極
的
・
逃
避
的
態
度
を
持
し
た
か

は
も
と
よ
り
明
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
新
楽
府
書
写
が
、
平
安
時
代
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
安
易
な
生
活
態
度
の
な
か
で
書
か
れ

た
も
の
で
な
い
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

参
考
の
た
め
に
、

鎌
倉
時
代
に
入
っ
て
、

こ
の
時
ま
で
約
百
年
の
聞
に
お
け
る
白
氏
文
集
関
係
事
項
を
列
挙
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ

る
。
何
れ
も
現
存
す
る
も
の
に
限
る
。

一
二
三

O
(寛
喜
二
年
)
醍
醐
三
宝
院
蔵
白
氏
新
楽
府
略
意
書
写

一一一一一一一
(
同
一
一
一
年
)
豊
原
奉
重
金
沢
文
庫
本
白
氏
文
集
の
書
写
・
校
訂
を
始
む
↓
建
長
四
年
(
一
二
五
二
)
に
及
ぶ
。

一
二
四
九
(
建
長
元
年
)
東
大
寺
図
書
館
蔵
白
氏
要
文
抄
書
写
宗
性
自
筆

l
二
十
数
年
後
、
文
永
十
一
・
建
治
二
年
自
筆
本
あ
り
。

一
二
五

O
(同
二
年
)
国
会
図
書
館
蔵
文
集
抄
書
写
於
醍
醐
寺

一
二
五
七
(
正
嘉
元
年
)
真
福
寺
蔵
新
楽
府
注
書
写
於
鎌
倉
佐
々
目
谷

一
二
五
九
(
正
元
元
年
〉
内
閣
文
庫
蔵
管
見
抄
十
巻
こ
の
頃
成
立

一
二
八
四
(
弘
安
七
年
)
武
藤
家
蔵
無
学
祖
元
賛
白
楽
天
像

一
二
八
九
(
正
応
二
年
)
天
理
図
書
館
蔵
文
集
巻
四
書
写

一
二
九
三
(
永
仁
元
年
〉
同
文
集
巻
三
書
写
於
鎌
倉
寿
福
寺

一
二
九
五
(
同
三
年
)
管
見
抄
重
紗
於
鎌
倉

一三

O
O
(正
安
二
年
)
正
宗
本
・
神
田
本
長
恨
歌
書
写

一三

O
九
(
延
慶
二
年
)
仁
和
寺
蔵
秦
中
吟
書
写

一
三
一
二
(
正
和
元
年
)
蓬
左
文
庫
蔵
柳
先
生
文
集
金
沢
文
庫
旧
蔵
本
書
写
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一
一
一
二
四
(
同
三
年
〉

M
O
A
美
術
館
蔵
寧
一
山
賛
白
楽
天
像

こ
の
う
ち
、
『
新
楽
府
略
意
』
や
『
新
楽
府
注
』
は
と
も
に
作
中
の
調
諭
の
精
神
を
一
種
の
教
訓
と
し
て
受
容
し
よ
う
と
し
て
い
る
し
、

『
文
集
抄
』
も
殆
ん
ど
す
べ
て
、

巻
一
・
二
の
調
諭
詩
の
み
を
抄
出
し
て
い
る
点
に
お
い
て
他
に
比
類
を
み
な
い
。

金
沢
文
庫
本
白
氏
文

集
書
写
、
校
訂
に
つ
い
て
は
、
無
論
、
詩
の
巻
も
書
写
さ
れ
て
は
い
る
が
、
元
来
、
校
訂
者
豊
原
奉
重
が
律
令
等
古
代
法
関
係
資
料
の
蒐

か
つ
て
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。

集
校
訂
事
業
の
一
環
と
し
て
の
意
味
を
も
つ
こ
と
は
、

ま
た
、

『
管
見
抄
』
が
平
安
時
代
の
法
家
惟
宗
允

亮
の
白
氏
文
集
観
を
継
承
し
、
文
集
の
中
、
政
治
時
務
上
の
文
に
特
に
深
い
関
心
が
払
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
抄
出
の
巻
を
検
す
れ
ば
、

政
治
時
務
の
文
を
収
め
る
巻
の
み
全
巻
抄
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
紛
れ
も
な
い
事
実
と
し
て
知
ら
れ
る
。

一
方
、
無
学
祖
元
や
寧
一
山
の
賛
の
あ
る
白
氏
像
に
よ
っ
て
も
示
さ
れ
る
ご
と
く
、

五
山
文
学
の
流
れ
を
形
成
す
る
中
国
釈
家
に
よ
る

新
し
い
白
氏
観
が
紹
介
さ
れ
る
な
ど
、
無
論
、
こ
う
い
う
こ
と
は
従
来
か
ら
み
ら
れ
は
す
る
が
、
狭
い
詩
の
世
界
か
ら
出
て
、
禅
な
ど
新

渡
の
宗
教
の
立
場
か
ら
思
想
や
人
生
観
を
白
詩
か
ら
汲
取
ろ
う
と
す
る
動
き
も
み
ら
れ
る
。
こ
う
み
た
上
で
、
こ
の
流
れ
の
中
に
、
正
中

二
年
か
ら
数
年
後
の
元
徳
二
年
(
一
三
一
ニ

O
)
頃
の
成
立
と
さ
れ
る
『
徒
然
草
』
(
第
十
三
段
〉
に
み
え
る
「
文
は
、
文
選
の
あ
は
れ
な
る
巻

々
、
白
氏
文
集
、
老
子
の
こ
と
ば
、
南
華
の
篇
(
下
略
)
」
を
置
い
て
な
が
め
れ
ば
、
平
安
時
代
の
受
容
よ
り
一
層
鮮
明
に
、
白
氏
文
集
が

一
種
の
人
生
の
書
と
し
て
老
荘
の
書
と
併
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
意
味
も
、
自
然
に
首
肯
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

済
氏
が
か
か
る
時
代
に
生
き
た
人
で
あ
る
こ
と
を
想
う
と
と
も
に
、

こ
の
写
本
が
同
類
写
本
と
し
て
は
鎌
倉
時
代
の
搾
尾
を
飾
る
本
に

相
応
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
も
銘
記
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
純
粋
に
新
楽
府
旧
紗
本
系
統
の
本
文
を
も
っ
書

写
本
は
こ
れ
を
も
っ
て
終
り
、
南
北
朝
・
室
町
及
び
そ
れ
以
後
の
時
代
の
書
写
本
文
に
は
、
同
じ
く
紗
本
で
あ
っ
て
も
、
本
文
に
関
し
て

い
え
ば
、
次
第
に
宋
刊
本
あ
る
い
は
こ
れ
に
近
い
本
よ
り
の
影
響
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
時
代
と
と
も
に
抄
本

に
も
質
的
相
違
が
み
ら
れ
る
。
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註
川
拙
稿
「
金
沢
文
庫
と
白
氏
文
集
l
文
集
の
関
東
流
布
と
の
関
連
に
於
て
l
」
(
「
一
ニ
浦
古
文
化
」
第
二
十
八
号
・
昭
和
五
五
年
〉

従
来
、
筆
者
は
こ
の
時
賢
本
に
施
さ
れ
て
い
る
校
合
注
を
、
単
に
、
時
賢
本
校
注
と
い
う
表
記
で
扱
っ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
厳
密

に
い
え
ば
、
こ
の
本
に
は
菅
家
本
と
藤
原
正
家
本
と
の
こ
種
の
校
注
が
混
在
し
て
い
る
わ
け
で
、
二
つ
を
系
統
の
異
な
る
別
種
の
本
に
拠

る
も
の
と
し
て
、
区
別
し
て
処
置
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
訓
点
に
関
し
て
も
同
様
で
あ
り
、
ど
こ
迄
が
菅
家
本
の
も
の
で
あ
り
、
第

二
次
に
移
点
さ
れ
た
正
家
本
と
は
厳
密
に
区
別
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

円

1
)

曽
て
小
林
芳
規
博
士
は
そ
の
『
慨
は
蹴
性
的
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
』
(
八
九
六
頁
〉
の
な
か
で
、

こ
の
本
の
訓
点
に
複
数
の
色
に
よ

る
区
別
が
あ
る
の
を
、
次
の
如
く
整
理
し
て
示
さ
れ
た
。

墨
訓
・
・
・
・
・
・
菅
原
家
訓

菅
原
為
長
本
所
載

朱
訓
・
・
・
・
・
・
藤
原
家
訓

)
l藤
原
正
家
本
所
載

茶
訓
・
・
・
・
・
・
菅
原
家
別
訓
」

黄
訓
・
・
・
・
・
・
大
江
家
訓

「
黄
訓
」
と
あ
る
を
、
以
下
筆
者
は
「
燈
訓
」
と
表
記
す
る
。
見
方
の
違
い
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
別
名
で
は
あ
る
が
元
来
同
色
を
示
す
。

以
下
、
こ
れ
を
踏
え
て
、
本
文
・
訓
点
に
つ
い
て
、
若
干
検
討
を
加
え
る
。

H
墨
訓
・
墨
筆
書
入
れ
に
つ
い
て

時
賢
・
済
氏
の
筆
致
は
、

本
文
及
び
両
人
の
書
写
奥
書
の
そ
れ
に
よ
り
、
夫
々
特
徴
が
あ
り
、
時
賢
の
筆
は
や
や
細
筆
で
優
雅
で
あ

り

済
氏
の
筆
は
や
や
肉
太
で
角
ば
っ
て
い
る
。

こ
の
事
を
前
提
に
置
い
て
こ
の
本
の
本

二
筆
は
明
か
に
区
別
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
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文
、
書
入
れ
、
訓
点
等
墨
筆
個
所
の
す
べ
て
を
検
す
れ
ば
、
書
写
に
於
け
る
夫
々
の
分
担
の
実
態
が
明
か
に
な
る
。

書
写
奥
書
に
も
あ
り
、
既
に
述
べ
た
通
り
、
本
文
の
書
写
は
時
賢
の
筆
に
成
る
。
そ
の
ほ
か
、
本
文
以
外
に
つ
い
て
も
、
眉
上
の
比
較

的
長
文
の
書
入
れ
は
同
時
に
一
筆
を
も
っ
て
加
え
ら
れ
て
い
る
(
書
入
文
下
数
字
は
翻
字
文
行
数
を
示
す
)
。

(
法
曲
)

「
、
道
調
/
天
宝
十
三
/
年
七
月
七
日
(
下
略
〉
」
(
白
l
m
)

(
海
漫
々
)

「
、
上
元
者
老
子
/
太
一
孔
者
徐
福
/
文
成
者
蔵
天
也
」
(
間
)

(
立
部
伎
)

「
、
貞
観
十
六
季
十
一
月
/
宴
百
寮
奏
十
部
云
と
/
(
下
略
)
」

(mlm)

(
時
一
緒
折
)

「
、
或
本
無
/
死
字
正
本
」
(
川
川
)

(
諮
問
春
)

「
、
擢
/
後
漢
書
/
霊
帝
紀
/
云
車
権
/
専
也
正
本
」
(
却
〉

(
城
塩
州
)

「
式
之
反
/
又
其
」
「
廊
六
夫
つ
一
字
朱
〉
」
「
漢
書
字
音
/
師
古
一
声
音
学
/
察
案
音
鹿
」

(mlm)

(
伝
戎
人
)

「
伝
戎
人
と
と
と
/
戎
人
之
中
虹
本
」
(
抗
)

以
上
の
書
入
れ
は
、
何
れ
も
本
文
と
同
筆
で
あ
り
、

つ
ま
り
、
時
賢
筆
で
あ
る
。
こ
の
中
、
夫
々
書
入
語
頭
に
合
点
が
五
ヶ
所
に
施
さ

れ
て
い
る
が
、
何
れ
も
濃
朱
筆
で
あ
り
、
こ
れ
は
次
項
朱
筆
及
び
合
点
の
項
で
述
べ
る
如
く
、
藤
原
王
家
本
に
も
同
様
の
書
入
れ
が
あ
る

こ
と
の
、

つ
ま
り
重
複
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

以
上
の
時
賢
墨
筆
の
個
所
を
除
け
ば
、
返
点
、
訓
点
、
声
点
、
層
上
書
入
れ
等
の
殆
ん
ど
す
べ
て
の
墨
筆
個
所
は
済
氏
の
筆
で
あ
る
。

そ
れ
ら
は
何
れ
も
、

底
本
で
あ
る
菅
家
証
本
に
施
さ
れ
た
も
の
の
転
写
と
い
え
る
。

訓
点
は
か
な
り
詳
密
で
あ
り
、

た
、
校
合
注
や
音
義
注
の
数
も
少
な
く
は
な
い
。

外
に
、
ご
く
稀
で
あ
る
が
、
墨
訓
の
う
ち
、
細
異
筆
と
覚
し
き
も
の
が
若
干
認
め
ら
れ
る
。

ヲ

ト

ロ

カ

シ

ツ

や

鰹
l
銘

(

華

原

磐

山

間

)

駁

(

馴

犀

別

)

費

(

同

)

ヲ
ム
ブ

憶
(
同
初
〉

難
(
同
)

飢
渇
(
伝
戎
人
初
〉

眉
上
に
記
入
さ
れ

¥
、
ん
り
よ
く

筋
1
カ
(
同
部
)
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以
上
の
例
は
何
れ
も
小
字
か
極
細
筆
か
又
は
平
仮
名
か
で
、
時
賢
、
済
氏
何
れ
の
筆
致
と
も
異
る
。
後
補
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

墨
筆
に
つ
い
て
也
ラ
一
つ
、
最
後
に
触
れ
て
お
く
が
、
ヲ
コ
ト
点
の
中
に
は
は
じ
め
に
墨
筆
小
丸
が
施
さ
れ
、
そ
の
上
に
朱
筆
が
重
書

さ
れ
た
個
所
が
あ
る
。

こ
れ
は
、

首
か
ら
し
ば
ち
く
続
く
。
「
海
漫
々
・
」
(

4

V

や
「
借
夫
婦
」
(

8

)

の
「
は
」
「
に
」
等
が
そ
の
例
で
あ

り
、
写
真
に
よ
勺
て
み
れ
ば
、
墨
点
の
よ
う
に
み
え
る
。

同
朱
筆
書
入
れ
・
朱
訓
点
等
に
つ
い
て

先
に
挙
げ
た
如
く
、
小
林
博
士
は
朱
訓
は
藤
原
正
家
本
訓
と
見
倣
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
筆
者
の
調
査
に
よ
れ
ば
朱
筆
は
一
種
で
は
な
く

二
種
あ
る
も
の
と
認
め
ら
払
幻
。

既
に
述
べ
た
が
、
済
氏
は
菅
家
本
か
ら
の
移
点
の
次
に
正
家
侍
読
本
の
移
点
も
行
い
、
「
以
式
部
大
輔
正
家
侍
読
本
見
合
了
/
彼
点
以

朱
写
之
」
と
し
、
同
心
行
の
下
方
に
、
濃
朱
筆
に
て
「
校
了
」
と
書
入
れ
た
。
こ
の
二
字
を
朱
書
に
し
た
の
は
、
正
家
本
か
ら
移
点
し
た

文
字
は
こ
れ
と
同
じ
朱
色
で
あ
る
こ
と
を
も
示
す
意
図
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
れ
を
事
実
を
も
っ
て
示
す
か
の
如
く
に
、

こ
の
元
亨
写
本
を
み
れ
ば
、

そ
れ
と
同
じ
濃
朱
筆
に
よ
る
書
入
れ
や
ヲ
コ
ト
点
・
句
読

点
、
訓
点
、
声
点
、
合
点
等
が
数
多
く
認
め
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
朱
筆
に
は
こ
れ
よ
り
も
薄
く
、
地
味
な
も
う
一
種
別
の
朱
が
伺
じ
く
全
巻
に
認
め
ら
れ
、

筆
に
よ
る
も
の
が
共
に
み
ら
れ
る
。

そ
れ
も
時
賢
、
済
氏
の
二

敢
作
/
肯
一
り
ふ
一
一
ん
へ
せ
り
(
華
原
碧

m)

な
ど
の
書
入
れ
は
、

蘇
計
反

些
一
比
例
/
/
又
子
移
反
/
写
邪
反
/
少
也
〔
蛮
子
朝
消
l
M
)

時
賢
の
筆
で
あ
る
。
更
に
、

す
べ
て
細
筆
、

訓
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
と
同
種
の
薄
朱
筆
に
よ
る
も
の
が
少
な
く
な

し、
。

王
華
声
(
序
3
)

難コキ

終
1"""'. 

同
12 

内
側
司11

激
忠
烈
(
同

η
)

広
被
(
同
刊
)
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の
ご
と
く
、

同
類
を
み
て
ゆ
け
ば
、

全
巻
に
一
旦
り
、
枚
挙
に
暇
も
な
い
程
の
数
に
の
ぼ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
ヲ
コ
ト
点
(
星
点
)
に
つ
い

て
も
「
空
!
床
」
(
上
陽
人
間
)
の
「
に
」
は
薄
朱
筆
、
「
て
」
は
濃
朱
筆
で
対
比
は
明
か
で
あ
る
。

例
の
「
難
」
の
訓
は
内
側
「
コ
ト
ヲ
」
は
薄
朱
筆
、
外
側
「
キ
ニ
」
は
濃
朱
筆
で
あ
っ
て
、
並
ん
で
い
る
だ
け
に
色
の
対
比
は
明
瞭
で
あ

こ
れ
は
訓
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
第

る
口
こ
れ
に
よ
り
、
薄
朱
筆
が
先
に
施
さ
れ
、
濃
朱
筆
が
後
で
あ
る
と
断
定
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

ま
た
、
こ
れ
は
余
程
注
意
し
て
み
な
い
と
見
落
さ
れ
易
い
が
、
濃
朱
筆
の
合
点
・
星
点
・
句
読
点
な
ど
の
下
に
、
同
様
の
元
薄
朱
筆
が

認
め
ら
れ
る
例
が
あ
り
、
薄
朱
筆
が
時
間
的
に
先
に
施
さ
れ
た
こ
と
を
補
足
す
る
に
足
り
る
。
例
え
ば
、

九
九
千
二
百
五
十
二
言
断
為
・
五
十
篇
・
(
序
お
)

定
也

に
於
て
、
仮
名
「
ス
へ
」
、
注
「
定
也
」
は
薄
朱
色
、

ヲ
コ
ト
点
、
句
読
点
、
「
断
」
の
訓
「
タ
チ
」
、

同
じ
く
声
点
は
濃
朱
筆
、
同
じ
く

「
サ
タ
メ
」
に
は
下
に
薄
朱
合
点
が
、

そ
れ
に
重
ね
て
濃
朱
合
点
が
施
さ
れ
て
い
る
。
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同
様
に
、
薄
朱
の
上
に
濃
朱
筆
が
重
書
さ
れ
て
い
る
個
所
を
抄
出
す
れ
ば
、
次
の
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。

理

定

ハ

七

徳

舞
M
)

散
吊
収
.
(
岡
田
。
句
読
点
二
重
)
推
v
心
(
岡
田
。
返
点
二
重
一
)
来
帰
獄
(
同
日
)
殺
身
(
同

ω。

斯

ヨ

ト

γ

、

ナ

ル

;

、

、

合
点
は
薄
朱
、
「
、
、
こ
二
重
)
両
如
何
(
司
天
台
加
)
是
歳
(
捕
睦
加
)
水
土
生
所
(
道
州
民
間
。
「
か
」
及
び
合
点
二
重
)

知

不
如
是
(
五
絃
弾
初
。
「
シ
カ
」
「
コ
レ
ニ
ハ
」
淡
朱
筆
。
合
点
二
、
「
コ
レ
」
濃
朱
筆
〉
西
拝
河
(
蛮
子
朝
測
。
「
ω

」
左
側
淡
朱
、
右
側

濃
朱
。
下
淡
朱
あ
る
か
〉

整
巾
潜
一
課
垂
(
伝
戎
人
組
)

カ

ウ

フ

リ

オ

ツ

薄
朱
筆
そ
の
も
の
に
よ
る
の
は
、
こ
の
外
、
句
読
点
、

ヲ
コ
ト
点
〈
星
点
)
、
音
訓
合
符
、
声
点
、
合
点
等
に
も
広
く
認
め
ら
れ
る
。
そ

し
て
、
こ
の
朱
筆
の
方
が
濃
朱
筆
よ
り
時
期
的
に
早
い
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
当
然
、
済
氏
の
手
に
よ
り
、
菅
家
本
よ
り
の
移
点
に
使
用
さ

れ
た
も
の
と
見
倣
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
ま
時
賢
筆
も
混
る
こ
と
は
一
層
こ
の
事
を
確
実
に
す
る
。

菅
家
本
に
も
ヲ
コ
ト
点
が
施
さ
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
し
、
朱
訓
が
施
さ
れ
て
い
て
も
些
か
も
不
思
議
は
な
い
。
菅
家
本
の
朱
書
部
分



が
薄
朱
筆
で
示
さ
れ
て
い
る
と
見
倣
す
の
は
尤
も
自
然
と
思
わ
れ
る
。

改
め
て
確
認
す
る
が
、
時
賢
本
の
朱
筆
に
二
種
あ
り
、
薄
朱
筆
は
菅
家
本
の
訓
点
を
示
し
、
濃
朱
色
は
藤
原
家
本
の
訓
点
を
示
す
。
二

種
は
は
っ
き
り
と
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

前
に
述
べ
た
如
く
、
小
林
論
文
で
は
こ
の
薄
朱
筆
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
実
際
に
そ
の
個
所
が
ど
う
表
記
さ
れ
て
い
る
か

を
二
、
三
検
す
れ
ば
、

祇
在
〈
大
行
路

m
・
小
林
八
九
七
頁
)

も
薄
朱
筆
、
小
林
作
「
(
黄
)
」
。
既
に
前
述
の
如
く
、
氏
の
「
黄
」
は
筆
者
の
澄
筆
で
あ
る
。

耳
凝
ケ
}
凋
州
誠
一
シ
ハ
ラ
V
門

-
T
M

町
内
テ
入
秦
(
伝
戎
人

m
・
小
林
同
頁
〉
右
穿
「
タ
レ
」
「
ユ
ハ
レ
」
「
カ
ラ
レ
」
は
墨
筆
、
上
二
つ
の
合
点
は

濃
朱
筆
、
下
の
は
薄
朱
筆
。
「
セ
ラ
レ
テ
」
は
薄
朱
筆
。
左
穿
「
ウ
ケ
」
「
シ
リ
ヘ
テ
ニ
シ
ハ
ラ
レ
」
(
「
テ
」
抹
消
〉
は
薄
朱
筆
、
「
カ
リ
テ
」

右
穿
外
「
マ
コ
ト
」
は
濃
朱
色
、
「
マ
」
は
墨
筆
、

そ
の
合
点
は
薄
朱
筆
。

左
努
「
夕
、
」

濃
朱
筆
。

小
林
氏
、

右
芳
「
セ
ラ
レ
テ
」
は
(
黄
〉
、
左
穿
「
ウ
ケ
」
は
(
黄
)
、

筆
者
の
薄
朱
筆
は

下
二
つ
は
共
に
(
朱
〉
で
あ
り
、

黄
、
又
は
単
に
朱
で
示
さ
れ
る
。

7
9
 

胡
冠
(
華
原
磐

m
・
小
林
八
九
八
頁
〉

イ
グ
サ

林
作
「
(
黄
〉
」
。
「
ア
タ
」
の
左
合
点
と
「
イ
ク
サ
」
と
を
同
色
の
ご
と
く
混
同
す
る
余
地
は
な
い
。

ナ
-7

p
-
-
7
ラ

カ

正
始
之
音
不
如
是
(
五
絃
弾

m
・
小
林
八
九
八
頁
)

朱
筆
、
左
上
下
一
一
つ
共
薄
茶
筆
。
「
ナ
ラ
」
濃
朱
筆
。
左
芳
、

右
芳
「
ア
タ
」
墨
訓
、

右
合
点
濃
朱
筆
、

左
合
点
澄
筆
。
左
穿
「
イ
ク
サ
」
薄
朱
筆
。
小

右
芳
、

「
ク
ニ
ア
ラ
」
「
カ
」
墨
筆
、

上
下
合
点
の
う
ち
、

右
二
つ
共
薄

「
シ
カ
」
「
コ
レ
ニ
ハ
」
薄
朱
筆
、

下
訓
「
コ
レ
」
の
ニ
宇
の
み
濃
朱
筆
を

重
書
。
合
点
、
右
上
下
共
濃
朱
筆
、
左
上
下
共
燈
色
筆
。
こ
の
例
も
同
じ
く
、
小
林
氏
は
薄
朱
筆
を
黄
と
見
倣
す
。
そ
れ
で
は
左
合
点
と

同
色
に
な
る
筈
で
あ
る
が
、
原
本
を
検
す
れ
ば
、
両
者
の
識
別
は
容
易
で
あ
る
ロ
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成
程
、
こ
の
写
本
に
施
さ
れ
た
訓
点
に
於
け
る
濃
朱
・
薄
朱
・
燈
筆
は
、
既
に
注
(

2

)

に
て
述
べ
た
ご
と
く
、
色
相
必
ず
し
も
一
定

せ
ず
、
澄
筆
に
は
、
ま
ま
朱
色
の
加
わ
っ
た
様
に
み
え
る
場
合
も
あ
り
、
更
に
、
濃
朱
の
下
に
撹
筆
が
あ
っ
て
重
ね
ら
れ
て
い
る
た
め
、

特
別
の
色
相
を
示
す
こ
と
も
あ
る
。
但
し
、
ど
う
み
て
も
濃
朱
、
薄
朱
の
ニ
筆
は
別
で
あ
り
、
時
に
ま
ま
、
混
同
さ
れ
易
い
例
は
あ
っ
て

も
、
薄
朱
筆
と
櫨
筆
と
も
全
体
と
し
て
混
同
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。

濃
朱
筆
に
つ
い
て
も
う
一
つ
、
そ
の
筆
に
よ
る
書
入
れ
の
表
記
に
関
し
触
れ
る
べ
き
こ
と
が
あ
る
。

既
に
述
べ
た
如
く
、
濃
朱
筆
で
書
き
表
わ
す
訓
点
は
藤
原
正
家
本
よ
り
の
そ
れ
を
示
す
。
こ
れ
は
眉
上
の
書
入
れ
に
つ
い
て
も
同
様
で

あ
り
、
こ
れ
ら
を
例
示
す
れ
ば
、

者
字
/
無
之
(
立
部
伎
川
)

繕
ハ
同

m〉

生
作
牲
/
又
独
ハ
城
塩
州
m
m
)

道
(
胡
旋
女
別
)

な
ど
が
み
ら
れ
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
書
入
れ
は
元
来
正
家
本
に
施
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
同
じ

く
正
家
本
に
施
さ
れ
て
濃
朱
筆
で
あ
る
が
、
次
の
よ
う
な
記
入
例
が
あ
る
。

心
作
/
自
或
(
七
徳
舞
曲
)

成
来
或
/
/
唐
本
作
/
来
宇
ハ
同
川
)

堂
上
者
(
立
部
伎
川
)
廿
四
正
本
(
新
豊
折
腎
翁
限
〉

ノ

ハ

或

ハ

ア

マ

リ

外
作
/
殊
或
ハ
牒
国
楽
羽
)

聖
人
(
蛮
子
朝
制
・
「
神
」
は
墨
筆
。
合
点
及
び
「
江
」
の
み
濃
朱
筆
。
〉

、神江

前
項
の
例
の
如
く
、
下
に
小
字
「
或
」
「
一
本
」
な
ど
を
付
さ
な
い
書
式
の
も
の
と
比
較
し
て
考
え
れ
ば
、

作
/
控
一
本
(
城
塩
州

m)

こ
の
例
は
、

正
家
本
の
本

文
に
施
さ
れ
て
い
る
、

「
或
」
や
ご
本
」
で
示
さ
れ
る
本
の
校
注
と
見
倣
す
こ
と
は
ご
く
自
然
に
首
肯
さ
れ
る
。
朱
書
に
関
す
る
こ
の

小
字
で
示
さ
れ
る
一
種
の
典
拠
に
つ
い
て
は
、
何
等
疑
う
べ
き
余
地
は
な
か
ろ
う
し
、
無
論
次
項
の
櫨
色
・
茶
色
筆
の
場
合
に
も
、
同
じ

く
こ
の
解
釈
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

同
樫
@
茶
筆
訓
及
び
書
入
れ
に
つ
い
て

円。

価



は
じ
め
に
挙
げ
た
如
く
、

小
林
氏
著
作
で
は
澄
色
筆
(
小
林
氏
は
「
黄
」
と
見
敵
さ
れ
る
)
は
大
江
家
訓
に
、

茶
色
筆
は
菅
原
家
別
訓
と

さ
れ
る
。
い
ま
、
先
ず
こ
の
点
に
関
し
て
吟
味
す
る
。

先
ず
澄
筆
に
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
の
色
の
訓
点
や
書
入
れ
に
つ
い
て
は
そ
の
数
も
多
く
、

か
っ
そ
の
下
に
小
字
「
江
」
と
付
す
る
形
の

例
も
砂
く
な
い
。
但
し
、
こ
れ
を
全
巻
に
豆
っ
て
み
れ
ば
、
下
に
「
江
」
等
典
拠
を
書
入
れ
て
な
い
例
が
圧
倒
的
に
多
く
、
ま
た
、
「
江
」

以
外
の
種
々
別
の
書
き
入
れ
方
も
あ
る
の
で
こ
れ
を
整
理
し
て
挙
げ
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

①
澄
筆
校
注
・
訓
、
書
入
の
場
合

瑳

張
、
謹
(
七
徳
舞
目
。
合
点
は
濃
朱
筆
)

南

束
、
西
(
上
陽
入
国
。
合
点
は
濃
朱
筆
〉

歎
王
化
・
・
・
(
序
M
)

欲
城
ハ
道
州
民
w
m
)

胡
施
わ
(
胡
施
女

w
m
)

(
四
字
樫
筆
〉

亦
字
無
之
(
標
国
楽
制
。
眉
上
)

楽
ハ
法
曲
活
)

シ
カ

余
不
如
(
胡
施
女
間
)

実

ハ

序

泊

)

売

l

子
(
七
徳
舞
品
。
合
点
は
濃
朱
筆
)
抗
策
(
同
“
)

T

7

リ

、

ウ

レ

ル

ハ

ハ
カ
リ
キ

棟
I

退
(
新
豊
折
管
翁
防
〉
図
(
同
居
上
。
「
図
」
も
澄
筆
)

エ
ラ

ρν
シ
リ
ソ
ケ
テ

以
上
の
例
は
何
れ
も
澄
筆
校
注
や
訓
が
施
さ
れ
る
の
み
で
あ
り
、
注
や
訓
の
下
に
「
江
」
な
ど
と
い
う
そ
の
典
拠
の
記
入
の
な
い
場
合

で
あ
る
。
訓
の
例
は
一
部
を
抄
出
し
た
ま
で
で
、
こ
れ
以
外
に
も
多
数
に
上
る
。

②
澄
筆
校
注
の
下
に
「
或
」
「
或
本
」
等
が
あ
る
例

笠

或

時

或

本

白

髪

一

山

一

ー

吹
笛
(
立
部
伎
町
)
明
主
(
胡
旋
女

m)

上
陽

o
人
ハ
上
陽
人
題
問
〉

ハ
五
字
燈
筆
〉
!

紙
作
浜
田
(
大
行
路
辺
。
眉
上
)

以
上
、
そ
の
数
は
多
く
は
な
い
が
、
樫
筆
の
書
入
の
下
に
「
或
」
「
或
本
」
「
在
本
」
な
ど
が
あ
る
例
で
あ
り
、
①
②
の
例
を
合
せ
勘
え

れ
ば
、

そ
の
数
も
多
く
、
次
項
「
江
」
と
あ
る
例
か
ら
、
澄
色
筆
は
即
ち
江
家
訓
や
書
入
と
即
断
す
る
こ
と
を
蒔
踏
せ
し
め
る
。

@
澄
筆
校
注
・
訓
の
下
に
「
江
」
「
江
本
」
等
が
あ
る
例

楊陽
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ハ
校
注
、
全
学
澄
築
〉

楽
ヱ
重
点
無
之
江
(
華
原
磐
四
〉

鎗
作
槍
江
(
新
農
折
哲
翁
町
)

初
字
無
之
江
本
(
向
m
w
)

如
今
両
字
無
之
江
(
大
行
路
加
)

進
作
貫
江
(
城
塩
州
都
)

朝
作
朔
江
(
伝
戎
人
組
〉

競
作
、
匙
江
ハ
標
国
楽
部
。
上
三
字
濃
朱
筆
「
江
」
撞
筆
、
合
点
茶
筆
〉

、
省
作

、
看
江
〈
蛮
子
朝
制
。
上
三
字
濃
朱
筆
。
合
点
、
「
江
」
、
樫
筆
)

大

江

心

君

〔

江

〕

太
定
(
法
曲
月
)
君
心
(
華
原
磐
問
)

百
余
人
ハ
上
陽
人
W
〉

蝕
江

、
感
君
恵
重
点
無
之
江
本
ハ
昆
明
春
水
漏
出
。
合
点
・
「
江
本
」
の
み
櫨
筆
。
他
は
墨
筆
)

議
江
(
捕
嵯
加
。
上
宇
墨
筆
〉

在
江

左
概
(
城
塩
州
制
)

蚕
江
(
岡
部
〉

失
江

害
(
同

245 、J

重
点
三
字
無
之

江
ハ
同

m。
六
宇
墨
筆
、
「
江
」
の
み
栓
筆
〉

的
ハ
道
州
民

m)

猶
江

へ
ジ
ワ
ラ
ハ

V
R
江

応

笑

(

上

陽

人

間

。

左

芳

「

ナ

ム

伝

(

城

塩

州

悩

〉

薄

(

伝

戎

人

制

。

「

キ

ヲ

」

ナ

ム

ハ

V

江

伝

γ

ケ

テ

江

キ

ヲ

江

疎
江
(
同
制
。
「
ナ
ル
三
濃
朱
筆
〉
〔
猶
、
「
痕
」
ハ
蜜
子
朝
測
)
の
左
芳
訓
及
「
江
」
は
共
に
墨
筆
〕

キストコロ江

下
「
江
」
「
江
本
」
の
つ
い
た
訓
や
書
入
の
例
は
、
他
に
茶
色
書
入
れ
の
項
で
触
れ
る
一
例
を
除
け
ば
、
こ
れ
が
そ
の
総
て
で
あ
る
。

上
嘉
ハ
馴
犀
抑
)

喜
江

はZ敢
報翠テ

EE江
7fC 1'""¥ 

筆 海
¥，_/ ~島

々
10<3 

ハ
レ
」
は
墨
筆
)

以
上
の
①
②
③
の
例
を
み
、
そ
し
て
前
項
朱
筆
の
個
所
の
訓
や
書
入
れ
に
於
け
る
典
拠
の
記
入
の
仕
方
等
を
勘
案
す
れ
ば
、
小
林
説
の

- 18-

如
く
、
澄
色
筆
即
「
江
」
、
つ
ま
り
大
江
家
本
の
訓
点
や
書
入
れ
と
見
倣
す
こ
と
は
や
や
無
理
の
よ
う
で
あ
り
、

れ
る
加
点
は
、
寧
ろ
す
べ
て
澄
色
筆
に
よ
っ
て
書
入
れ
ら
れ
た
一
本
の
存
在
を
示
す
も
の
と
み
る
の
が
筋
道
で
あ
ろ
う
。
済
氏
が
正
家
本

を
濃
朱
色
で
表
わ
し
、
既
に
み
た
如
く
、
そ
の
筆
に
よ
る
書
入
れ
の
下
に
「
或
」
「
一
本
」
と
あ
る
例
を
も
含
ん
で
い
る
よ
う
に
、
樫
筆

に
於
け
る
「
江
」
「
江
本
」
は
、
校
注
者
が
同
一
人
で
あ
る
だ
け
に
、
そ
れ
と
同
一
の
原
則
に
拠
っ
て
い
る
も
の
と
見
倣
し
て
よ
か
ろ
う
。

こ
の
こ
と
は
茶
色
筆
の
訓
点
や
書
入
れ
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
以
下
、
こ
の
点
に
つ
い
て
述
べ
る
。
尚
、
こ
の
茶
色
筆
に
は
比
較

的
薄
い
個
所
と
濃
い
個
所
が
あ
る
が
、
単
な
る
濃
淡
が
あ
る
だ
け
で
色
相
上
の
相
違
で
は
な
い
の
で
、
朱
筆
の
場
合
の
如
く
、
こ
れ
を
区

別
す
る
必
要
は
認
め
難
い
。
従
っ
て
、
い
ま
は
一
っ
と
見
倣
し
て
扱
う
。

茶
色
筆
の
場
合
、
訓
に
関
し
て
は
下
に
拠
る
べ
き
本
を
付
し
て
そ
の
典
拠
を
示
す
こ
と
は
な
く
、
そ
れ
が
付
さ
れ
る
の
は
校
合
注
や
書

澄
色
筆
に
よ
っ
て
示
さ



入
に
関
し
て
の
み
で
あ
る
。

い
ま
そ
の
総
て
を
挙
げ
る
。

、
能
作
、
声
明
一
(
華
原
磐

m。
合
点
、
「
江
」
樫
筆
。
他
は
茶
色
筆
〉

、
桂
昌
ロ
在
本

伝

道

(

同

m。
「
導
」
、
濃
朱
。
合
点
・
「
在
本
」
茶
色
筆
)

末

天
宝
季
(
胡
旋
女

m〉

二
十
在
l

廿
i
四
〈
同
問
。

も
と
眉
上

あ
る
を上下

点
作
抽
或
(
新
豊
折
管
翁
mm
。
四
宇
茶
筆
)

択
在
i

棟
退
〈
同
問
。
三
字
茶
色
筆
)

四
字
茶
色
筆
)

神
聖
人
(
蜜
子
朝
制
。

凌
、
上
(
司
天
台
泊
。
「
上
」
「
下
」
「
或
」
茶
筆
。
合
点
樫
筆
。
本
文
合
点
濃
朱
筆
)

、下或

い
ま
移
す
)

「
神
」
茶
色
。

こ
れ
に
よ
り
明
か
な
如
く
、
「
菅
」
と
あ
る
は
一
ヶ
所
に
過
ぎ
ず
、

他
は
「
在
本
」
「
在
l

」
「
或
」
、

或
は
こ
れ
の
な
い
の
か
の
何
れ
か

で
あ
る
。
こ
の
表
記
の
仕
方
に
関
す
る
限
り
、
こ
の
一
例
に
よ
り
、
茶
色
筆
即
菅
家
別
訓
と
い
う
小
林
説
を
導
き
出
す
こ
と
は
む
づ
か
し

い
で
あ
ろ
う
。

同
緑
青
色
訓
点
・
書
入
等
に
つ
い
て

こ
れ
迄
挙
げ
た
よ
う
な
、
こ
の
写
本
の
彩
筆
の
訓
点
を
猶
吟
味
し
て
い
る
過
程
で
、

い
ま
ま
で
の
色
と
は
異
な
る
次
の
個
所
が
認
め
ら

れ
た
。

-

慶

ユ

ト

唯
奏
卿
雲
寿
星
呪
(
司
天
台
却
)

上
の
校
合
注
「
慶
」
(
薄
朱
色
〉
の
右
隅
に
二
本
の
合
点
が
施
さ
れ
、
斜
内
側
の
は
茶
色
、
斜
外
側
の
は
緑
青
色
の
も
の
で
、
後
者
の
方

は
何
故
か
摺
消
さ
れ
て
い
る
。
左
隅
合
点
は
澄
色
の
で
あ
る
。
ま
た
「
見
」
の
訓
「
ノ
ミ
こ
に
は
斜
右
に
燈
合
点
が
、
斜
左
に
上
と
同
じ

く
緑
青
色
合
点
が
施
さ
れ
、
こ
れ
が
摺
消
さ
れ
て
い
る
。
ニ
ヶ
所
と
も
既
に
抹
消
さ
れ
て
は
い
る
が
、
曽
て
こ
の
色
の
筆
が
使
用
さ
れ
た

こ
と
に
疑
う
余
地
は
な
い
。

「
慶
」
の
斜
左
澄
合
点
の
回
り
が
何
と
な
く
消
し
た
跡
の
よ
う
に
み
え
る
の
で
、
更
に

な
お
よ
く
み
る
と
、

仔
細
に
点
検
す
る
と
、
燈
色
合
点
の
下
に
先
と
同
じ
緑
青
色
合
点
が
あ
り
、
こ
れ
が
拭
う
よ
う
に
消
し
去
さ
れ
、
紙
に
し
わ
な
ど
も
な
く
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特
に
汚
れ
て
も
い
な
い
。
そ
し
て
そ
の
上
に
楼
筆
の
が
重
書
さ
れ
て
い
る
の
が
確
認
さ
れ
た
。

ル
l
。
へ
で
拡
大
し
て
み
る
と
、
色
は
消
え

て
い
る
が
緑
青
色
の
粒
子
が
合
点
の
輪
廓
に
沿
っ
て
連
っ
て
残
っ
て
い
る
の
が
み
え
る
。

こ
の
個
所
「
寿
星
見
」
(
同
。
「
ノ
ミ
」
淡
朱
筆
、
右
穿
合
点
櫨
、
左
穿
縁
青
〉
の
左
穿
合
点
も
抹
消
し
た
つ
も
り
で
あ
ろ
う
が
、
か
な
り
明

瞭
に
緑
青
色
分
が
残
っ
て
い
る
し
、
同
じ
く
「
征
」
(
蛮
子
朝
刊
仰
)
の
「
テ
」
も
下
の
緑
青
色
が
抹
消
さ
れ
な
い
ま
ま
で
、
そ
の
上
に
濃
朱

テ

筆
の
が
重
書
さ
れ
て
い
る
。

あ
と
で
同
学
の
西
川
新
次
教
授
を
通
し
て
、
絵
具
を
常
用
す
る
人
に
こ
の
抹
消
の
こ
と
を
お
尋
ね
し
た
と
こ
ろ
、
何
時
で
も
や
る
こ
と

で
特
に
む
つ
か
し
い
こ
と
で
は
な
い
と
の
事
で
あ
っ
た
。

そ
う
と
す
れ
ば
、
こ
の
抹
消
は
こ
こ
一
ヶ
所
に
止
ま
る
筈
は
な
い
と
思
い
、
全
巻
に
一
日
一
っ
て
精
査
し
た
と
こ
ろ
、
果
し
て
数
多
く
の
同

様
の
個
所
が
見
出
さ
れ
た
。
ま
た
「
激
・
」
(
海
漫
々

m。
合
点
茶
色
〉
の
ヲ
コ
ト
点
「
て
」
の
如
く
、
緑
青
色
を
抹
消
せ
ず
に
、
そ
の
上
に

濃
朱
筆
を
重
ね
て
あ
る
個
所
も
認
め
ら
れ
た
。

或
い
は
、
「
青
l

黛
」
(
上
陽
入
国
。
合
符
は
濃
朱
筆
)
の
左
努
訓
の
如
く
、
緑
青
筆
を
抹
消

(
ア
ヲ
キ
マ
ユ
ス
と
)

し
た
ま
ま
の
個
所
も
見
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
第
二
回
の
調
査
の
と
き
見
出
し
、
第
三
回
で
更
に
静
か
ら
ざ
る
同
様
の
例
を
補
う
こ
と
が
出
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来
た
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
全
巻
で
総
て
一
九
一
ヶ
所
に
の
ぼ
る
。

以
下
、
若
干
具
体
的
に
例
を
挙
げ
る
。

①
慶
(
法
曲
目
。
「
ヒ
」
淡
朱
筆
。
合
点
、
上
、
樟
色
)
通
(
同
M
。
「
ス
」
茶
色
。
合
点
、
上
、
樺
色
)
苦
不
常
ハ
大
行
路
加
。

ノ
ハ
ナ
ハ
タ
ノ
ス
ノ
ナ
ラ

周
回
(
捕
盤
加
。
「
エ
ナ
ム
」
墨
筆
、
合
点
、
上
、
濃
朱
筆
〉
擢
(
昆
明
春
水
満
加
。
「
ト
ル
」
墨
筆
、
合

訓
、
墨
色
。
合
点
、
上
、
機
色
〉

時
或
本

、
明
王
(
胡
旋
女
問
。
合
点
、
上
、
樫
筆
。
注
三
宇
桂
筆
)

点
、
上
、
濃
朱
筆
〉

一
、
!
虜
(
伝
戎
人
制
。
墨
音
合
符
、
合
点
、
上
、
濃
朱
筆
)

以
上
の
例
で
示
し
た
如
く
、
抹
消
さ
れ
た
緑
青
色
の
上
に
施
さ
れ
た
合
点
は
大
部
分
が
樺
色
で
あ
る
が
、
ま
ま
濃
朱
筆
も
交
る
。

ツ
ラ
ナ
ロ

連
(
蛮
子
朝
刊
制
。
仮
名
、
上
、
樫
筆
)

②
馴
、
l

象
(
馴
犀
制
。
仮
名
、
上
、
樫
筆
。
合
点
、
濃
朱
筆
)

、
ナ
レ
タ
ル
、
キ
サ
ノ

海
漫
々
(
海
漫
々
題
%
。

武
安
反
水
兵



書
入
、
上
、
樫
筆
)

太
有
大
真
(
胡
旋
女

m。
校
注
、
上
、
糧
筆
)

の
如
く
、
同
様
の
操
作
は
訓
や
校
注
や
書
入
れ
等
に
も
及
ん
で
い
る
。

下
の
緑
青
色
と
樟
筆
な
ど
そ
の
上
に
重
書
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
文
字
等
は
上
下
ほ
ぼ
一
致
す
る
が
、

「
労
」
(
胡
旋
女

m)

ナ
ツ
ミ
タ
り

の
、
緑
青
色
「
ミ
」
が
、
上
樟
筆
字
で
は
「
ア
」
で
あ
る
よ
う
に
字
体
が
異
る
例
も
稀
に
認
め
ら
れ
、
ま
た
、
校
合
書
入
に
つ
い
て
は
、

ヘ
シ
ワ
ラ
、

V
R
江

応
笑
(
上
陽
人
間
。
「
ヘ
シ
」
「
ワ
ラ
ハ
レ
ヌ
」
、
緑
青
筆
。
上
に
仮
名
同
じ
「
江
」
を
加
え
た
樫
筆
を
重
ぬ
)

中
に
は
、

如
今
両
宇
無
之
江
(
大
行

路
加
眉
上
校
注
。
下
、
緑
青
筆
「
江
」
の
一
宇
無
し
。
上
樟
筆
あ
り
)

紙
作
只
蹴
(
大
行
路

m眉
上
校
注
。
下
、
緑
青
筆
注
三
字
及
「
或
」
あ

り
、
上
、
樟
筆
注
三
字
及
「
蹴
」
の
二
字
あ
り
〉

上
嘉
ハ
馴
犀
抑
行
間
校
注
。
下
、
緑
青
筆
「
喜
」
の
み
、
上
、
樟
筆
「
江
」
も
あ
り
)

喜
江

亦
字
無
之
(
標
国
楽
抑
眉
上
校
注
。
下
、
緑
青
筆
「
之
」
な
し
、
上
、
樫
筆
あ
り
)

妻
児
〈
伝
戎
人
例
。
下
、
緑
青
筆
「
ニ
ハ
」
、
抹
消
の
上
、

樫
筆
「
ハ
」
の
み
重
ぬ
。
合
点
は
茶
色
筆
)

の
如
く
、
若
干
の
相
違
が
認
め
ら
れ
、
特
に
「
江
」
と
い
う
よ
う
な
、
典
拠
を
示
す
個
所
に
異
同
の
多
い
の
が
目
立
つ
の
で
あ
る
。
緑
青

筆
で
「
江
」
と
書
入
れ
ら
れ
た
個
所
は
一
ヶ
所
も
認
め
ら
れ
な
い
。

こ
の
こ
と
は
、
緑
青
筆
の
上
に
は
大
部
分
澄
筆
で
童
書
さ
れ
て
は
い
る
が
、
本
文
に
関
し
て
は
、

校
合
注
の
典
拠
に
つ
き
、

「
江
本
」

と
は
厳
密
に
区
別
さ
れ
て
い
る
所
も
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

回
以
上
の
諸
色
筆
に
よ
る
合
点
に
つ
い
て

試
み
に
、
国
語
学
会
編
『
国
語
学
大
辞
典
』
(
昭
和
五
五
年
刊
〉
を
繕
い
て
み
た
が
そ
の
見
出
語
に
「
合
点
」
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
は
旧
版
(
昭
和
三

O
年
刊
)
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
点
本
に
あ
れ
程
頻
繁
に
使
用
さ
れ
て
い
る
合
点
に
つ
い
て
、
特

に
採
上
げ
る
程
の
問
題
が
な
い
と
の
判
断
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、

一
方
か
ら
い
え
ば
、
そ
の
使
用
の
意
義
が
ま
だ
充
分
に
解
明
さ
れ
て

い
な
い
と
も
解
せ
ら
れ
る
。

τ
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周
知
の
ご
と
く
、
橋
本
進
吉
博
士
は
神
田
本
自
氏
文
集
古
典
保
存
会
影
印
本
の
解
説
の
中
で
、

訓
に
諸
説
あ
る
も
の
は
、
並
べ
て
挙
げ
て
、
そ
の
採
る
べ
き
も
の
に
合
点
を
加
へ
た
り
。

と
述
べ
ら
れ
、
小
林
氏
前
掲
書
(
八
九
三
頁
)
に
も
同
趣
旨
の
こ
と
が
敷
げ
灯
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

筆
者
は
点
本
の
本
文
や
訓
点
に
対
し
て
多
用
さ
れ
て
い
る
合
点
使
用
の
意
味
が
、
こ
の
説
明
に
妥
当
し
な
い
例
が
多
い
と
し
て
、
前
記

神
田
本
に
於
け
る
用
例
に
よ
り
、
合
点
と
は
、
他
本
と
照
合
し
て
み
て
訓
点
等
が
同
じ
で
あ
る
場
合
の
い
わ
ば
重
複
符
と
し
て
使
用
さ
れ

(
3〉

る
こ
と
も
加
え
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
今
回
、
時
賢
書
写
本
の
訓
点
を
仔
佃
に
点
検
し
て
み
て
、
結
果
か
ら
先
に
い
え
ば
、
こ
こ
で
も

私
見
の
正
当
性
を
再
確
認
し
た
と
い
え
る
。

い
ま
、
こ
の
書
写
本
の
使
用
例
を
挙
げ
て
、
再
度
こ
の
事
に
つ
い
て
少
し
く
述
べ
る
。
先
ず
次
の
例
を
示
す
。

サ
ム
キ

風、
l

雨
・
陰
、
i

索
、
夜
(
新
豊
折
管
翁
附
)
こ
の
例
で
左
芳
四
訓
は
墨
筆
、
そ
の
右
側
四
訓
各
二
本
。
つ
つ
の
合
点
は
斜
内
側
の

カ

フ

キ

ア

フ

H

タ
モ
リ
+
ユ
ル

は
茶
色
筆
、
外
側
の
は
濃
朱
筆
、
そ
の
左
側
四
訓
各
一
本
づ
つ
の
合
点
は
澄
色
、
「
寒
」
の
右
穿
訓
「
サ
ム
キ
」
は
樫
筆
で
あ
る
。
「
風
」

「
雨
」
「
陰
」
「
寒
」
と
い
う
漢
字
に
つ
い
て
は
、

夫
々
、

ど
れ
を
採
る
べ
き
か
を
比
較
す
る
要
が
な
い
単
訓
で
は
な
い
か
。
そ
れ
に
も
拘

ら
ず
、

そ
の
回
訓
の
す
べ
て
に
各
三
色
の
合
点
が
施
さ
れ
て
い
る
、
そ
の
合
点
に
つ
い
て
、
採
る
べ
き
訓
に
施
す
と
い
う
こ
と
は
全
く
無

意
味
と
い
う
外
は
な
か
ろ
う
。
ま
た
「
寒
」
に
二
訓
あ
り
、
左
努
訓
に
の
み
合
点
が
施
さ
れ
て
い
る
の
も
、
二
訓
を
比
べ
て
採
る
べ
き
に

茶
、
濃
朱
、
援
で
表
わ
さ
れ
る
点
本
に
於
て
も
こ
れ
〔
「
カ
(
セ
)
フ
キ

シ
ヤ
ウ

サ
ユ
ル
」
〕
と
同
様
の
訓
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。
「
馴
!
象
」
(
馴
犀
抑
・
右

、
ナ
レ
タ
ル
、
キ
サ
ノ

穿
訓
墨
筆
。
左
努
ニ
訓
燈
色
、
合
点
濃
朱
色
)
も
合
点
の
数
こ
そ
少
な
い
が
、
同
様
の
例
で
あ
り
、
こ
う
い
う
例
は
外
に
も
み
ら
れ
る
。

盟
八
・
(
七
徳
舞
目
。
左
右
努
ニ
訓

シ
キ

合
点
が
施
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。

こ
の
合
計
十
二
の
合
点
は
、

ア
(
メ
〉
フ
リ

ク
モ
リ

引
(
二
王
後
目
。
訓
濃
朱
色
、
合
点
撞
色
)

、
ヒ
イ
テ

浪
(
海
漫
々
り
・
訓
濃
朱
色
・
合
点
右
茶
色
、
左
樟
色
)

q
b
 



ケ
イ

堂
々
之
慶
(
法
曲

η
・
二
訓
濃
朱
色
〉

こ
の
例
は
、
前
例
と
同
じ
く
、

濃
朱
色
)

一
訓
で
合
点
の
施
さ
れ
た
個
所
及
び
二
訓
が
あ
っ
て
合
点
が
施
さ
れ
な
い
場
合
で
あ
り
、
同
様
の
例
は

砂
く
な
い
。

既
に
繰
返
し
述
べ
た
如
く
、
済
氏
は
息
時
賢
に
よ
り
書
写
さ
れ
た
菅
家
本
に
、
先
ず
菅
家
訓
を
墨
書
・
薄
朱
書
で
施
し
、
次
で
、
藤
原

正
家
本
の
訓
を
濃
朱
書
し
て
移
点
し
た
。
そ
れ
故
濃
朱
書
の
合
点
を
み
れ
ば
、
合
点
使
用
の
実
態
が
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
筈
で
あ
る
。

イ
キ
異

同
日
出
伯
ハ
昆
明
春
水
満
別
・
右
努
訓
、
左
努
内
側
訓
墨
筆
、
「
イ
ク
」
茶
色
筆
。
二
訓
の
右
側
合
点
ぐ
〉
濃
朱
筆
、
左
側
合
点
〈
F

)

樫
筆
)

こ
れ
を
み
れ
ば
、
既
に
施
さ
れ
て
い
る
こ
つ
の
墨
訓
に
対
し
、
正
家
本
か
ら
の
移
点
と
し
て
、
こ
の
二
つ
の
墨
訓
の
何
れ
に
も
濃
朱
合

点
を
施
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
何
れ
の
訓
を
採
る
か
を
示
そ
う
と
し
た
と
す
れ
ば
、
全
く
無
意
味
で
あ
り
、
ど
う
し
て
も
、
菅
家
の
二
訓

が
正
家
訓
に
も
重
複
し
て
存
す
る
意
味
に
解
す
る
外
は
な
か
ろ
う
。

ダ
(
城
塩
州
加
・
ニ
訓
墨
書
、
右
側
ニ
合
点
濃
朱
筆
、
左
側
合
点
樟
筆
)

、
ネ
キ
ラ
フ

点
櫨
筆
〉

エ
ナ
ム

昌
ハ
捕
瞳
加
・
ニ
訓
墨
書
、
右
側
ニ
合
点
濃
朱
筆
、
左
側
合

、
+
カ
リ
ナ
ラ
ム
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と
い
う
よ
う
な
同
例
は
外
に
も
多
数
に
の
ぼ
る
。

y
ム
ケ
ル

ぽ
ー
負
(
五
絃
弾

m
・
右
穿
訓
墨
書
、
右
合
点
種
、
左
合
点
濃
朱
。
左
穿
四
訓
濃
朱
筆
、
合
点
茶
筆
〉

、
ソ
ム
キ
、
ソ
ム
ケ
ル

こ
の
例
な
ど
も
、
「
ソ
ム
ケ
ル
」
と
い
う
菅
家
訓
の
既
に
施
せ
ら
れ
後
に
、
正
家
本
よ
り
別
の
二
訓
を
移
し
、

施
し
た
場
合
で
あ
り
、
数
色
筆
の
、
つ
ま
り
諸
家
の
訓
点
の
有
無
を
色
別
け
に
よ
っ
て
正
確
に
示
そ
う
と
す
る
綿
密
な
校
合
作
業
の
最
中

に
、
全
く
別
の
性
質
を
も
っ
、
採
る
べ
き
訓
云
々
と
い
う
こ
と
は
如
何
に
も
相
応
し
く
な
い
。

尚
、
合
点
は
訓
点
の
み
で
な
く
、
書
入
等
に
も
広
く
使
用
さ
れ
る
。

、
上
元
者
老
子
/
太
一
孔
者
徐
福
/
文
成
者
蔵
天
/
也
(
海
漫
々
加
眉
上
、
時
賢
筆
〉

外
に
合
点
を
菅
家
訓
に



、
貞
観
十
六
季
十
一
月
/
宴
百
寮
奏
十
部
云
ミ
(
下
略
)
〈
立
部
伎

m
t
m眉
上
、
時
賢
筆
)

こ
の
墨
筆
書
入
ニ
ヶ
所
に
於
け
る
濃
朱
筆
合
点
も
、
正
家
本
に
も
同
じ
書
入
れ
が
施
さ
れ
る
と
い
う
意
味
以
外
に
は
解
し
が
た
い
。

曾
て
筆
者
は
神
田
本
新
楽
府
に
関
し
調
査
し
た
際
、
校
合
上
の
諸
符
号
を
す
べ
て
再
吟
味
し
て
み
て
、
同
じ
符
号
を
そ
の
ま
ま
使
用
し

な
が
ら
、
断
り
も
な
く
平
然
と
別
の
意
味
を
付
与
し
て
使
用
し
て
い
る
例
を
幾
っ
か
認
め
た
。
見
せ
消
ち
が
同
時
に
校
改
符
で
も
あ
る
の

は
そ
の
]
例
で
あ
る
し
、
補
入
の
小
丸
な
ら
び
に
そ
の
語
と
見
倣
す
べ
き
方
式
と
同
一
の
記
入
の
仕
方
に
よ
り
、
実
は
校
注
を
示
す
の
も

そ
の
一
例
と
い
え
る
。
み
せ
消
ち
に
関
し
て
は
小
林
博
士
も
協
同
し
て
作
業
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
事
実
を
認
め
ら
れ
た
。

合
点
に
関
し
て
も
こ
れ
ら
と
同
様
に
扱
う
べ
き
で
あ
り
、
橋
本
博
士
の
述
べ
ら
れ
た
如
く
、
無
論
、
合
点
に
は
採
る
べ
き
も
の
に
施
す

意
味
の
あ
る
こ
と
は
認
め
る
に
客
か
で
は
な
い
。
と
同
時
に
、

そ
の
合
点
が
、
点
本
に
於
け
る
訓
や
本
文
の
系
統
等
に
関
す
る
校
訂
作
業

の
た
だ
中
で
は
、
専
ら
重
複
符
と
し
て
頻
繁
に
使
用
さ
れ
て
い
る
事
実
も
認
め
ら
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
合
点
に
関
し
筆
者
の
見
解
を
示
し
た
が
、
合
点
を
校
合
に
於
け
る
複
数
の
本
文
や
訓
点
間
の
重
複
を
表
わ
す
も
の
と
解
す
る
場

合
と
‘
小
林
論
文
の
如
く
、
従
来
の
橋
本
博
士
の
扱
い
に
そ
の
ま
ま
従
う
の
と
で
は
、
菅
家
本
・
藤
原
王
家
本
の
本
文
や
訓
点
の
異
同
に

関
し
て
、
当
然
、
見
方
も
違
っ
て
く
る
。

例
え
ば
小
林
氏
前
掲
書
(
九
O
六
頁
)
に
は
、
時
賢
本
に
施
さ
れ
る
訓
点
よ
り
帰
納
し
て
、

「
菅
原
家
訓
と
藤
原
家
訓
と
の
相
違
」
と
い

う
一
項
が
あ
り
、

M
t例
迄
八
項
目
に
分
け
て
南
本
の
特
徴
が
比
較
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
合
点
に
関
し
従
来
の
意
味
を
ふ
ま
え
た
小

林
見
解
に
立
て
ば
、

合
点
は
こ
こ
で
は
係
り
が
な
い
の
で
一
切
扱
わ
れ
て
い
な
い
の
は
当
然
と
い
え
る
。
但
し
、

そ
の
た
め
、
筆
者
の

菅
・
藤
二
本
の
校
比
結
果
の
見
解
と
は
か
な
り
の
ず
れ
が
生
じ
る
の
も
亦
当
然
の
帰
結
で
あ
ろ
う
。

い
ま
、
そ
の
附
「
菅
家
家
訓
が
字
音
読
に
す
る
語
を
藤
原
家
訓
は
和
訓
に
読
む
」
の
中
に
挙
げ
ら
れ
た
例
に
つ
い
て
吟
味
す
る
。
含
ま

れ
る
の
は
全
部
で
二
十
二
例
で
あ
る
。

い
ま
、
そ
の
総
て
に
言
及
す
る
。
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m

長
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嬢

m

淡
朱
筆
〉

好
川
馬

m
ハ
訓
合
符
濃
朱
筆
)

可 1

済l 丁
~ 186 

366 

天
l
央
卸
ハ
音
合
符

辰
l
日

m

以
上
の
菅
原
訓
の
十
二
例
は
、

一
例
を
除
き
、
何
れ
も
墨
音
合
符
を
施
す
か
、
明
か
に
音
読
す
る
か
の
例
で
あ
り
、
別
に
、
こ
れ
に
濃

朱
筆
和
訓
、

つ
ま
り
藤
原
家
訓
が
施
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
そ
の
音
合
符
に
は
、
同
時
に
、
そ
の
何
れ
に
も
濃
朱
筆
合
点
が
施
さ
れ
て
い

る
(
最
後
の
二
例
は
訓
に
濃
朱
合
点
が
施
さ
れ
て
い
る
)
。

こ
の
色
は
濃
朱
筆
和
訓
と
同
色
で
あ
る
。
前
述
の
如
く
、
合
点
を
重
複
符
と
解
す

れ
ば
、
何
れ
の
例
も
、
音
読
す
る
こ
と
は
菅
藤
ニ
家
の
訓
に
共
通
す
る
の
で
あ
っ
て
、
菅
家
訓
の
み
の
特
徴
と
は
い
い
難
く
な
る
。

こ
れ
程
単
純
明
快
な
例
で
は
な
い
が
、
個
々
の
例
に
つ
い
て
更
に
少
し
く
吟
味
し
て
み
る
。

、7
ヤ
ツ
ル

始
就
ニ
楽
懸
一
操
・
一
一
雅
I
音
一
(
立
部
伎

m
・
合
点
と
「
ト
ル
」
は
濃
朱
筆
。
「
ア
ヤ
ツ
ル
」
は
墨
筆
、
「
サ
ウ
ス
」
は
櫨
色
)

小
林
論
文
で
は
「
操
」
の
ヲ
コ
ト
点
「
す
」
を
菅
家
点
と
見
倣
し
、
音
読
例
に
入
れ
る
が
、
こ
の
七
字
に
施
さ
れ
た
ヲ
コ
ト
点
は
総
て

濃
朱
筆
で
あ
っ
て
、
仮
名
と
同
色
で
あ
り
、
藤
原
訓
で
あ
る
(
小
林
氏
は
ヲ
コ
ト
点
に
関
す
る
限
り
朱
に
二
種
あ
り
と
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
)
。

た
だ
句
点
の
み
は
薄
朱
筆
で
あ
り
、
菅
家
本
の
で
あ
ろ
う
。
元
来
、

ヲ
コ
ト
点
も
薄
朱
筆
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ヲ
コ
ト
点
に
新
た

に
濃
朱
筆
を
重
ね
る
こ
と
は
全
巻
に
亘
り
頻
繁
に
施
さ
れ
て
い
る
。

上
l
陽
l
人
(
上
陽
人
凶
・
「
ノ
」
濃
朱
筆
、
合
点
樟
)

こ
の
二
本
の
音
合
符
は
朱
筆
で
あ
る
の
で
、
実
は
、
小
林
氏
が
菅
家
本
の
音
読
例
に
挙
げ
る
こ
と
自
体
、
薄
朱
筆
の
存
在
を
認
め
た
こ
と

に
な
り
、

そ
の
論
旨
全
体
に
混
乱
を
き
た
し
兼
ね
な
い
。
仔
細
に
検
す
れ
ば
、
二
本
の
音
合
符
の
う
ち
、
上
は
薄
朱
筆
、
下
は
明
瞭
に
濃

朱
筆
で
あ
る
。
恐
ら
く
は
、
下
に
も
曽
て
薄
筆
が
存
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
何
れ
に
せ
よ
、
藤
原
訓
に
於
て
も
「
人
」
を
音
訓
読
す
る
こ
っ

訓
み
方
が
併
存
し
た
こ
と
は
明
か
で
あ
り
、
音
読
を
菅
家
訓
の
み
の
例
に
す
る
の
は
適
当
で
は
な
い
。

ハ
上
陽
人
W
)
の
音
合
符
は
濃
朱
色
で
あ
り
、
こ
れ
も
同
様
の
理
由
か
ら
除
外
さ
る
べ
き
で
あ
る
。

も
う
一
例
、

同
様
に
「
百
l
廻」

- 25ー



一川
l

両
小
曲
(
五
絃
弾
羽
・
右
合
点
檀
筆
、
左
合
点
茶
色
筆
)

こ
の
例
は
合
点
と
直
接
関
係
な
い
が
、
音
合
符
及
び
左
穿
訓
「
ノ
」
は
共
に
薄
朱
筆
で
あ
り
、
藤
原
家
訓
は
施
さ
れ
て
い
な
い
。
従
っ

て
、
こ
れ
も
こ
の
項
に
挙
ぐ
べ
き
適
例
で
は
な
い
。

、
ナ
ラ

こ
れ
と
同
様
の
例
は
「
不
馨
、
!
香
」
(
大
行
路
加
・
音
合
符
の
外
、
樫
色
訓
合
符
(
同
色
合
点
付
)
あ
り
)
に
も
み
ら
れ
る
。
こ
こ
に
も
濃
朱

色
筆
は
一
切
施
さ
れ
て
い
な
い
。
左
努
訓
「
カ
ウ
ハ
シ
ト
セ
」
ハ
樫
合
点
を
施
す
〉
、
墨
音
合
符
の
合
点
、
「
セ
」
(
墨
筆
)
の
合
点
、
「
ナ
ラ
」

(
茶
筆
)
の
合
点
(
外
に
墨
合
筆
も
あ
り
〉
、
外
に
ニ
字
の
上
軽
声
符
は
何
れ
も
薄
朱
筆
で
あ
る
。
更
に
ご
弾
」
(
五
絃
弾
制
)
に
於
て
も
、

ヒ
キ

こ
れ
に
右
薄
朱
合
点
、
左
樫
合
点
を
施
す
。

左
点
一
点
「
ヒ
キ
」
は
薄
朱
筆
で
あ
り
、
こ
れ
も
藤
原
家
訓
で
は
な
い
。
右
穿
ア
シ
」
は
畢
一
筆
、

つ
い
で
に
い
え
ば
「
一
弾
」
に
続
く
ご
唱
」
の
左
穿
訓
も
薄
朱
筆
で
あ
る
。
次
に
も
う
一
つ
同
様
の
例
を
加
え
れ
ば
、
は
じ
め
の
十
二

例
の
中
の
「
容
飾
」
の
左
芳
訓
「
カ
ホ
ッ
ク
リ
」
も
薄
朱
筆
で
あ
り
、
こ
れ
も
藤
原
訓
の
中
に
は
数
え
る
べ
き
で
は
な
い
。

最
後
に
保
留
す
べ
き
二
例
を
挙
げ
る
。
「
不
禁
.
」
(
胡
旋
女

m〉
の
左
穿
訓
「
ヤ
マ
」
は
濃
朱
筆
。
右
穿
訓
「
セ
ラ
レ
」
墨
筆
。
そ
の

ヤ
マ

合
点
は
薄
朱
筆
と
認
め
ら
れ
る
。
去
声
々
点
は
薄
濃
朱
二
筆
が
重
書
さ
れ
る
。
合
点
及
び
句
点
が
薄
朱
筆
に
み
え
る
以
上
、
藤
原
家
訓
に

右
穿
の
字
音
訓
が
共
通
し
て
存
す
る
こ
と
は
否
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
全
く
同
様
の
も
う
一
例
は
「
死
日
囚
」
ハ
七
徳
舞
位
〉
で
あ
る
。
左

芳
訓
は
濃
朱
筆
。
音
合
符
は
墨
筆
。
そ
の
左
に
訓
合
符
も
施
さ
れ
る
。
こ
れ
は
薄
朱
筆
た
る
べ
く
、
濃
朱
色
と
認
め
る
の
は
蕗
賭
さ
れ
、

結
論
は
留
保
す
る
よ
り
外
は
な
い
。

以
上
、
小
林
論
文
に
挙
げ
ら
れ
た
こ
十
二
例
の
う
ち
、
保
留
二
例
を
除
け
ば
、
筆
者
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
す
べ
て
、

一
項
を
た
て
て

論
ず
る
に
は
相
応
し
く
な
い
例
と
見
倣
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
し
て
こ
れ
は
以
下
の
同
l
例
の
七
項
に
於
て
も
同
じ
根
拠
よ
り
生
ず
る
ず

れ
が
数
多
く
認
め
ら
れ
る
。
小
林
論
文
で
は
こ
こ
か
ら
更
に
、
時
賢
本
と
神
田
本
訓
点
と
の
関
連
に
発
展
し
て
言
及
さ
れ
、
筆
者
と
の
こ

の
ず
れ
は
当
然
そ
こ
に
迄
波
及
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
今
回
は
論
文
全
体
の
吟
味
を
お
こ
な
う
暇
が
な
い
の
は
ま
こ
と
に
遺
憾
で
あ
る
。
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⑮
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⑮
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⑫
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⑬
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⑨
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⑪
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あ
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⑧
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上
、
墨
筆
「
マ
」
あ
り
)
⑮
声
不
多
(
同

m)

へ

せ

ん

⑧
経
萄
川
(
岡
山
州
〉

の
上
墨
筆
「
サ
」
あ
り
)

リ
」
あ
り
)

い
ま
「
す
」
と
見
倣
す
。
「
接
」
の
右
穿
、
墨
筆
ア
ス
」
、
そ
の
外
茶
筆
「
せ
り
」
あ
り
、
角
筆
点
は
そ
の
外
側
に
あ
り
〉

か

う

せ

ホ

せ

⑧
屈
強
(
同
制
〉
⑧
鮮
子
ハ
同
初
。
墨
筆
「
せ
ム
」
抹
消
)
⑧
合
軍
没
(
同
制
・
「
没
」
の
右
穿
、
墨
筆
「
タ

せ
ん

せ

ウ

チ

ツ

⑩
迎
へ
蛮
子
(
同
制
)
⑧
道
従
(
向
山
川
)
⑫
近
天
顔
(
同
畑
山
・
「
近
」
の
右
芳
、
「
チ
ツ
」
の
下
、

せ

し

て

い

ト

ウ

⑭
正
朔
(
同
部
)
⑮
紫
庭
(
岡
山
州
)
⑮
銅
鼓

せ

イ

ゆ

し

ヤ

ワ

⑮
星
宿
ハ
同
制
〉
⑩
須
史
ハ
同
制
〉
⑪
撃
壌

⑩
院
ト
中
(
同

m
・
「
中
」
右
努
に
淡
朱
筆
「
ウ
」

ち
ょ

⑪
青
家
ハ
同
制
。
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⑮
陛
下
(
岡
山
尚
)

ナ
ん

墨
筆
「
ク
」
あ
り
)
⑧
箭
難
陀
(
聴
国
楽
町
ω

・
「
箭
」
に
淡
朱
「
シ
ヨ
」
あ
り
)

じ
ウ
ェ
イ

F
門
エ
〕
ん
'

(
同
初
〉
⑮
珠
綾
(
同
制
)
⑮
肢
転
〈
同
畑
山
・
「
エ
」
或
は
吋
へ
」
か
)

C

せ
い
め

(
同
紛
)
⑩
如
舷
ハ
同
包
⑬
姓
名
〈
伝
戎
人
制
・
「
め
」
の
下
「
い
」
認
め
得
ず
〉

を

施

す

〉

⑩

奔
l

庁
(
同
町
・
「
帰
」
に
右
努
訓
「
ヘ
テ
」
あ
り
〉
⑩
大
お
(
同
閉
山
)

以
上
の
個
所
の
角
筆
点
の
外
、
や
や
確
実
性
の
な
い
も
の
に
次
の
例
が
あ
る
。

し

せ

イ

ツ

イ

テ

川
執
政
ハ
序
U
〉
問
就
楽
懸
(
立
部
伎
川
)
矧
双
袖
挙
(
胡
旋
女
W
・
「
挙
」
の
右
芳
、
墨
訓
「
ル
」
あ
り
〉

同
惑
君
心
ハ
問
問
・
「
惑
」
に
星
点
「
す
」
あ
り
)

「
タ
タ
カ
ウ
」
の
下
一
宇
未
詳
。
「
争
」
の
右
芳
墨
訓
「
ア
」
)

(6) (4) 
影か争3

2 能ウ
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加
・
「
か
」
の
下
「
い
」
に
似
る
も
未
詳
〉

川
郡
州
ハ
城
塩
州

m
・
「
廊
」
の
右
芳
角
筆
訓
「
ふ
」
か
、
確
実
な
ら
ず
。
墨
筆
音
注
「
し
夫
」
を

施
す
)

附
廟
謀
(
同

m
・
「
崩
」
に
角
筆
字
音
訓
「
へ
」
あ
る
か
)

側
進
送
(
道
州
民
捌
・
「
送
」
の
右
芳
、

角
筆
訓
「
ス
」
あ
る
か
)

側
通
天
犀
(
馴
犀
別
・
「
通
」
の
右
努
角
筆
訓
「
ウ
」
は
明
、
そ
の
上
宇
「
寸
」
の
み
見
ゆ
)

同
鉄
声
歓
(
五
絃
弾
釦
・
「
欽
」
の
角
筆
訓
「
ツ
」

の
上
「
サ
」
に
は
解
し
難
し
。
「

A
」
に
似
る
)

同
星
居
(
蜜
子
朝
初
・
「
星
」
の
角
筆
訓
「
の
」
の
下
明
な
ら
ず
〉

同
一
一
刻
(
同
知
・
「
刻
」

の
角
筆
訓
「
ク
」
と
解
し
て
可
な
ら
ん
。
下
墨
筆
訓
「
ナ
ル
」
あ
り
〉

凶
御
紫
庭
ハ
蝶
国
楽
部
・
「
御
」
の
角
筆
右
穿
訓
「
キ
ヨ
」
か
)

任司



付
朱
・
澄
・
茶
・
緑
青
筆
の
書
入
順
序
等
に
つ
い
て

以
上
述
べ
て
き
た
訓
点
を
総
て
色
別
に
示
せ
ば
墨
筆
(
菅
家
)
、
淡
朱
筆
〈
同
)
、
濃
朱
筆
(
藤
原
正
家
〉
の
三
筆
の
由
来
は
明
か
で
あ
る
。

そ
の
外
の
樫
色
・
茶
色
・
緑
青
の
三
筆
は
、
小
林
論
文
(
緑
青
筆
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
〉
で
は
こ
れ
亦
何
れ
も
正
家
本
に
施
さ
れ

て
い
た
も
の
と
解
さ
れ
る
が
、

そ
う
断
定
す
る
根
拠
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

む
ろ
ん
可
能
性
は
あ
る
に
せ
よ
、

博
士
家
の
点
本
に
お
い
て
、
朱
墨
以
外
に
、
こ
れ
だ
け
多
数
の
色
を
使
用
す
る
こ
と
自
体
極
め
て
異
例
で
あ
り
、
ま
し
て
、
元
来
こ
れ

は
藤
原
家
の
侍
読
用
の
本
で
は
な
い
か
。
本
来
、
原
本
に
は
自
家
の
訓
以
外
に
書
入
れ
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
。
筆
者
は
校
合
を
行
っ
た

藤
原
済
氏
の
手
元
に
、
元
来
、
澄
色
、
茶
色
、
緑
青
色
で
表
わ
さ
れ
る
点
本
資
料
が
別
に
存
し
、
こ
れ
が
使
用
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

推
定
す
る
。
正
家
本
を
濃
朱
色
で
示
し
て
移
点
し
て
い
る
の
と
、

緑
青
色
で
示
す
の
と
は
形
式
は
全
く
同
じ
で
あ
り
、

ま
し

茶、

澄

て
、
既
に
述
べ
た
如
く
、
緑
青
色
筆
は
二
百
ヶ
所
ほ
ど
の
書
入
れ
が
総
て
抹
消
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
も
、

そ
の
理
由
は
と
も
か
く
と
し

て
、
そ
の
全
部
抹
消
と
い
う
一
種
の
改
変
が
侍
読
本
た
る
正
家
本
に
於
て
実
際
に
起
っ
て
い
る
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

但
し
、
こ
の
三
筆
に
示
さ
れ
る
点
本
よ
り
の
移
点
は
、
別
時
に
行
わ
れ
た
も
の
で
な
く
、
正
家
本
よ
り
の
移
点
時
に
、
済
氏
の
手
元
に

こ
の
三
資
料
も
あ
り
、
正
家
本
も
合
せ
四
本
の
す
べ
て
が
併
行
し
て
同
時
に
使
用
さ
れ
た
と
見
倣
し
て
よ
か
ろ
う
。

筆
者
は
こ
れ
を
知
る
た
め
に
、
本
文
の
文
字
や
同
じ
く
訓
に
施
さ
れ
た
合
点
の
、

そ
れ
が
加
え
ら
れ
た
前
後
の
順
序
の
有
無
を
検
討
し

た
。
そ
の
結
果
は
次
表
の
通
り
で
あ
る
。

こ
の
表
に
示
さ
れ
る
合
点
の
書
入
れ
順
序
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
如
く
、
濃
朱
筆
、

つ
ま
り
正
家
本
が
、
特
に
、
最
初
に
移
点
さ
れ
た
と

は
い
え
ず
、
棒
、
茶
筆
を
も
交
え
て
、
三
筆
が
或
い
は
先
に
な
り
、
或
い
は
後
に
な
り
、
全
く
順
不
同
に
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

更
に
緑
青
筆
を
加
え
て
も
同
様
で
あ
る
。

こ
う
い
う
予
め
定
め
ら
れ
た
秩
序
の
な
い
順
不
同
に
よ
る
書
入
れ
ら
れ
方
か
ら
み
て
も
、
博
士
家
の
証
本
の
実
態
を
示
す
と
は
思
わ
れ

- 27ー



ず
、
如
何
に
も
済
氏
の
手
に
よ
る
移
点
、
校
合
作
業
の
実
態
が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
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テ

的
角
筆
点
に
つ
い
て

川
「
ス
」
栓
筆
合
点
茶
筆
凶
「
シ
」
樟
筆
合
点
茶
筆

間
「
へ
ム
」
茶
筆
合
点
樟
筆
凶
「
モ
ノ
ハ
」
茶
筆
合
点
撞

筆
削
「
ア
ヘ
リ
」
樟
筆
合
点
右
茶
筆
左
朱
筆
削
「
シ

リ
テ
」
樫
筆
合
点
右
茶
筆
合
点
左
朱
筆
問
「
ナ
ル
」
樫
筆

合
点
右
朱
筆
左
茶
筆
削
「
ヲ
ハ
」
墨
筆
合
点
右
内
側
茶
筆

外
朱
筆
合
点
左
樫
筆
削
「
斯
」
朱
筆
合
点
右
茶
筆
左
樟
筆

側
「
セ
ハ
」
茶
筆
合
点
朱
筆
削
「
ヒ
ト
リ
ニ
シ
テ
」
茶
筆

合
点
朱
筆
閥
「
ヒ
イ
テ
」
朱
筆
合
点
樫
筆
同
「
ク
」

朱
筆
合
点
檀
筆
凶
「
ム
」
樟
筆
合
点
朱
筆
同
「
イ
ヘ

ル
コ
ト
」
樟
筆
合
点
朱
筆
。
以
上
の
例
に
よ
り
朱
・
樫
・
茶
色

筆
に
一
定
の
順
序
の
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

Q
U
 

ワ臼

以
上
、
墨
筆
・
彩
色
筆
の
外
、
時
賢
本
に
も
砂
か
ら
ざ
る
角
筆
点
が
施
さ
れ
て
い
る
口
大
部
分
、
字
音
・
字
訓
に
限
ら
れ
、
外
に
合
点

や
音
読
符
、
濁
音
符
等
も
稀
に
含
ま
れ
る
。
次
に
そ
れ
を
総
て
挙
げ
る
。

テ
イ
ノ

①
鄭
之
(
序
日
・
「
テ
」
や
や
明
な
ら
ず
)
②
騨
宮
高
(
同
日
〉
③
弁
皇
翠
J
同

η
・
「
か
ん
」
に
は
非
ざ
る
べ
し
。
但
し
、
音
読
せ
ざ

キ

¥

④
貧
虜
(
向
目
〉
⑤
井
底
引
銀
瓶
〈
同
U
)

⑥
貌
徴
(
七
徳
舞
日
)
⑦
哀
楽
(
法
曲
目
・
左
芳
「
お
り
」

⑧
唐
興
会
一
王
後
円
)
⑨
助
郊
祭
(
同
開
〉
⑩
人
伝
(
海
漫
々
問
〉
⑬
虚
洞
薦
(
問
問
〉

ガ

ヤ

ウ

⑭
雅
音
(
同
川
)
⑬
百
獣
(
同
町
〉
⑮
耳
如
壁
ハ
華
原
磐

m)

⑮
金
難
(
同
市
)

ケ
い

⑬
巨
索
(
立
部
伎
川
〉

圏
中
(
胡
旋
女
川
・
「
中
」
に
ヲ
コ
ト
「
に
」
の
外
、
左
穿
茶
色
筆
「
ニ
ハ
」
あ
り
。
角
筆
合
点
を
旋
す
)

れ
ば
訓
み
が
た
し
〉

2) ~こ
を似
元|ち
聖、、 Q

祖 2
2 も
lロi 明和

106 宝刃
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し
得
ず
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⑫
梨
花

⑮
胡
、
旋



椎
髪
ハ
同
初
・
「
嘗
」
の
角
筆
右
芳
訓
「
イ
」
の
み
は
明
か
、
そ
の
上
「
ケ
」
あ
る
か
)

同
脱
身
(
伝
戎
人
制
・
「
脱
」
の
左
努
角
筆
訓
「
タ
ん
」

に
見
ゆ
〉

以
上
、
角
筆
の
訓
点
は
は
じ
め
の
一

O
六
例
と
後
の
一
六
例
を
合
せ
て
一
二
二
例
に
み
ら
れ
る
。

こ
の
中
に
は
③
の
例
の
ご
と
く
、

ヲ
コ
ト
点
(
て
〉
と
連
動
し
た
り
、

⑨
⑩
⑪
⑫
⑧
⑧
⑫
@
@
⑮
⑫
⑬
⑫
・
闘
の
例
の
ご
と
く
、
墨
訓

と
連
な
っ
て
訓
ま
れ
た
と
思
わ
れ
る
例
も
含
ま
れ
る
。
ま
た
、
@
の
例
の
ご
と
く
、
墨
音
読
符
に
角
筆
に
よ
る
濁
音
符
の
み
を
施
す
こ
と

も
あ
る
の
で
、
墨
訓
の
後
に
施
さ
れ
た
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
同
時
に
、

そ
の
他
の
彩
色
訓
と
は
係
わ
り
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
藤
原

正
家
本
よ
り
の
移
点
、
校
訂
時
に
み
ら
れ
る
濃
朱
筆
、
澄
筆
、
茶
色
筆
に
よ
る
校
合
作
業
に
は
無
関
係
で
、
恐
ら
く
は
こ
れ
ら
の
移
点
の

後
に
加
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

訓
点
の
み
で
な
く
⑬
の
例
の
ご
と
く
、
本
文
の
異
同
に
関
す
る
記
入
が
あ
っ
た
り
、
ま
た
⑬
⑮
⑪
の
例
の
ご
と
く
、
左
芳
、
右
芳
の
区

別
意
識
も
認
め
ら
れ
る
の
で
、
或
い
は
、
角
筆
点
の
拠
る
点
本
の
存
在
を
認
め
て
よ
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
但
し
、
神
岡
本
に
施
さ
れ
た

角
筆
点
と
比
べ
る
と
き
、
字
音
・
字
訓
の
仮
名
に
重
点
、
が
お
か
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

註
川
筆
者
は
本
書
の
一
九
六
七
年
三
月
三
十
一
日
発
行
の
初
版
を
使
用
し
た
。
発
行
所
に
問
い
合
せ
た
と
こ
ろ
、

り
、
内
容
上
、
初
版
に
新
し
く
手
は
加
え
ら
れ
て
い
な
い
由
で
あ
る
。

凶
こ
の
本
の
ヲ
コ
ト
点
・
訓
点
や
校
合
注
に
使
用
さ
れ
て
い
る
大
ざ
っ
ぱ
に
い
っ
て
赤
系
統
の
色
(
朱
や
樫
色
を
含
む
)
は
全
巻
を
通
じ
て
色
相
が

必
ず
し
も
一
定
せ
ず
、
朱
や
樺
色
の
外
、
こ
れ
ら
が
少
し
宛
混
入
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
色
の
個
所
が
屡
々
認
め
ら
れ
る
。
調
査
し
て
い
て
混
乱
を

来
す
こ
と
が
ま
ま
あ
る
。
い
ま
、
こ
れ
ら
諸
色
を
整
理
し
、
本
稿
で
如
何
に
処
理
し
た
か
を
次
に
示
す
。

ω濃
朱
筆
藤
原
正
家
本
よ
り
の
訓
点
・
校
合
注
等
を
移
点
し
た
際
に
用
い
ら
れ
る
。
鮮
明
な
色
で
あ

p
、
ま
ま
赤
の
濃
淡
に
若
干
の
変
化
が

認
め
ら
れ
る
。

間
薄
朱
筆
菅
家
本
に
施
さ
れ
て
い
た
墨
筆
と
共
に
あ
る
も
の
、
ヲ
コ
ト
点
、
訓
点
、
書
入
等
に
認
め
ら
れ
る
。
時
に
ご
く
淡
く
、
み
え
難
い

こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
と
き
に
、
桂
に
近
い
薄
朱
筆
も
認
め
ら
れ
る
。

一
九
八
一
年
の
は
そ
の
重
印
本
で
あ
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削
機
色
筆
や
や
黄
を
含
む
樫
筆
。
時
に
赤
味
を
帯
び
る
等
の
変
化
が
認
め
ら
れ
る
。
小
林
氏
が
黄
筆
と
さ
れ
る
も
の
。

凶
朱
筆
削
聞
の
中
間
に
あ
り
、
或
い
は
同
も
多
少
混
入
し
た
色
。
決
定
し
難
く
、
や
む
を
得
ず
か
く
名
づ
け
た
。
後
の
翻
宇
篇
に
於
て
こ
の

名
称
を
用
い
る
。

こ
の
本
の
全
巻
の
赤
系
統
の
筆
を
仔
細
に
検
討
す
る
と
以
上
山
間
同
の
複
雑
に
混
入
し
た
次
の
様
な
個
所
が
随
所
に
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
一
端

を
具
体
的
に
示
す
。

同
首
よ
り
四
九
行
辺
ま
で
の
朱
は
、
朱
と
撞
と
混
じ
た
色
を
示
す
こ
と
が
多
い
。
「
華
l
原
i
繋」

(
5
・
合
符
)
、
「
遇
」
(
日
・
訓
)
、
「
識
」

(
U
・
右
左
芳
訓
の
各
々
の
左
合
点
〉
、
「
見
」
(
団
・
訓
〉
。
こ
れ
は
三
三

O
行
辺
に
も
認
め
ら
れ
る
。
「
不
厳
正
(
羽
・
合
点
〉

f

、

サ

タ

メ

マ

ν
ル
コ
ト

ωも
と
薄
朱
筆
が
あ
り
、
そ
の
上
に
濃
朱
筆
を
重
書
し
た
個
所
。
ニ
色
交
り
、
色
相
他
と
や
や
異
る
。
「
断
」
(
お
・
合
点
)
、
「
定
」

(
M
-

訓
)
、
「
札
・
」
(
日
・
句
点
〉
、
「
父
・
母
」
(
訂
左
・
ヲ
コ
ト
点
)
等
多
数
あ
り
、
翻
宇
注
に
て
示
す
。

ω濃
朱
筆
の
下
檀
筆
あ
る
も
の
。
「
死
来
」
(
加
・
訓
・
合
点
〉
、
「
楊
」
(
別
・
校
合
注
〉
。
こ
れ
ら
の
例
は
自
然
に
濃
朱
筆
に
樫
色
を
加
味
し

、
コ
ノ
カ
タ

て
み
え
る
。
ま
た
「
進
作
貢
江
」
(
加
)
、
「
猶
江
」
(
別
・
校
注
)
の
ご
と
く
、
朱
の
加
わ
っ
た
桂
色
の
場
合
も
砂
く
な
い
。

そ
の
他
薄
朱
で
は
あ
る
が
、
他
の
色
の
例
よ
り
も
や
や
明
る
い
色
で
あ
る
場
合
も
あ
る
。
「
親
」

(m
・
訓
〉
、
「
析
と
」
(
初
・
訓
〉
。

ツ
ケ
ル

ま
た
「
生
」
(
加
・
訓
〉
、
「
築
」

(m
・
訓
〉
な
ど
は
樫
筆
に
近
い
薄
朱
筆
の
例
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
薄
朱
筆
と
し
て
扱
っ
た
。

間
宇
都
宮
睦
男
氏
「
時
賢
本
自
氏
文
集
の
「
共
通
訓
」
に
つ
い
て
」
(
「
国
語
国
文
」
五
一
i
l
l
-

一
一
)
、
同
「
時
賢
本
自
氏
文
集
の
「
固
有
訓
」
に
つ
い

て
」
(
「
同
」
五
二

l
五
〉
に
於
て
、
同
氏
は
合
点
の
意
味
に
関
し
拙
考
に
ほ
ぼ
同
意
さ
れ
た
上
で
立
論
さ
れ
る
。
但
し
、
合
点
の
彩
色
に
つ
い
て

の
分
類
に
関
し
て
は
同
じ
で
は
な
く
、
ま
た
、
彩
色
筆
全
体
に
関
し
吟
味
の
跡
は
み
ら
れ
な
い
。

既
に
触
れ
た
通
り
、
時
賢
本
の
本
文
に
関
し
て
は
、
校
合
注
と
し
て
書
入
れ
ら
れ
た
諸
種
の
本
文
の
取
扱
に
、
筆
者
自
身
、
こ
れ
迄
は

厳
密
さ
に
於
て
不
充
分
な
も
の
が
あ
っ
た
。

本
文
に
関
し
て
い
う
と
き
は
、

時
賢
本
と
い
う
称
呼
そ
の
も
の
す
ら
正
確
で
は
な
い
。

ず、

菅
家
証
本
の
時
賢
に
よ
る
本
文
書
写
が
あ
り
、

菅
家
本
自
体
に
於
け
る
校
合
書
入
の
実
態
(
墨
書
、
ま
ま
薄
朱
書
を
含
む
。
墨

次
で
、

筆
は
時
賢
・
済
氏
の
ニ
筆
を
含
む
)
、
及
び
、
藤
原
家
本
々
文
に
於
け
る
実
態
ハ
濃
朱
書
)
、
並
び
に
、
澄
筆
・
茶
筆
・
緑
青
筆
等
に
よ
っ
て
示
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先



さ
れ
る
本
文
の
異
同
等
に
関
し
、
夫
々
分
け
て
吟
味
し
、
そ
れ
を
正
確
に
区
分
し
て
こ
れ
を
表
示
し
、
最
後
に
、
こ
れ
ら
の
本
文
と
神
岡

本
や
刊
本
の
そ
れ
と
を
校
比
す
る
こ
と
に
す
る
。

H
菅
家
本
に
関
す
る
校
合
注
書
入
に
つ
い
て

同
墨
筆
。
時
賢
・
済
氏
の
二
筆
が
あ
る
。
但
し
、
こ
の
相
違
は
本
文
の
系
統
上
の
問
題
と
係
り
は
な
い
。
次
の
例
が
認
め
ら
れ
る
。

、錬

川
百
ー
、
練
l

鏡
〈
序
M
)

「
錬
」
、
墨
済
氏
筆
、
元
眉
上
に
あ
る
を
、

い
ま
右
芳
に
移
す
。
校
注
な
ら
ん
。
合
点
、
本
文
薄
朱
筆
。

ω不
教
突
ハ
上
陽
入
国
)
(
「
敢
」
、
墨
筆
。
本
文
と
同
筆
、
時
賢
筆
か
)
「
敢
」
は
校
注
。

敢
燈
(
そ
の
下
緑
青
〉
合
点
を
、
夫
々
施
す
。

そ
の
斜
右
上
、
茶
・
濃
朱
の
合
点
を
、
斜
左
上

同
貴
妃
胡
旋
惑
君
心
(
胡
旋
女
川
)

、感

凶
戸
有
三
了
貼
一
丁
(
新
豊
折
皆
翁
附
)
「
抽
」
、
墨
済
氏
筆
。
校
注
。
斜
上
右
澄
合
点
、
斜
上
左
茶
合
点
を
施
す
。

抽
、
感
君
恵
重
点
無
之
江
本

同
近
水
之
人
感
君
恵
感
君
恵
独
何
人
(
昆
明
春
水
満
都
)

「
感
」
、
墨
済
氏
筆
。
校
注
。
合
点
は
濃
朱
筆
。

「
感
君
恵
重
点
無
之
」
の
七
字
、
墨
済
氏
筆
、
元
眉
上
に
あ
る
を
移
す
。
合
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点
、
「
江
本
」
は
澄
筆
。

重
点
三
宇
無
之
江

川
川
城
塩
州
ミ
ミ
ミ
(
城
塩
州

m)
「
重
点
三
宇
無
之
」
の
六
字
、
墨
済
氏
筆
、
元
眉
上
に
あ
る
を
移
す
。
「
江
」
の
み
燈
筆
。
六
字
の

墨
筆
注
は
菅
家
本
校
注
と
し
て
、
そ
う
い
う
本
文
を
も
っ
本
の
存
在
を
示
し
、
且
つ
「
江
」
も
同
然
と
い
う
意
な
ら
ん
。

四

川
長
者
不
過
三
尺
飴
(
道
州
民
加
)
「
四
」
、
墨
済
氏
筆
な
ら
ん
。
校
注
。
本
文
「
一
一
ご
の
斜
右
上
に
墨
・
薄
朱
合
点
を
、
斜
左
上
に

燈
合
点
を
施
す
。
「
四
」
の
斜
右
上
に
薄
朱
合
点
を
施
す
。

附
得
作
斉
人
身
ハ
道
州
民
加
〉

、良

の
合
点
は
薄
朱
。

倒
座
中
い
れ
一
遠
方
士
ハ
五
絃
弾

m〉
「
良
」
、
墨
時
賢
筆
か
。
校
注
。
「
斉
」
の
斜
右
上
墨
・
濃
朱
合
点
を
、
斜
左
上
澄
合
点
を
施
す
。
「
良
」

「
有
」
、
墨
済
氏
筆
。
校
注
。
斜
右
上
朱
・
茶
合
点
、
斜
左
上
澄
合
点
あ
り
。



遠
方
士
/
比
三
字
菅
本
無
之
/
正
本
同
無
之

州
問
。
余
聴
(
五
絃
弾
部
〉
「
0

」
薄
朱
書
。
補
入
三
宇
元
眉
上
、
薄
朱
筆
。
菅
家
本
校
注
な
る
べ
し
。
「
遠
」
の
斜
右
上
茶
色
、
斜
左

上
澄
色
合
点
を
施
す
。
「
方
土
」
二
宇
の
上
濃
朱
筆
を
重
書
す
。
「
此
三
字
」
以
下
十
二
字
、
済
氏
墨
筆
、
元
眉
上
に
あ
り
。

側
関
元
皇
帝
雄
聖
人
(
蛮
子
朝
湖
)

、神江

導

閥
ミ
ミ
(
蛮
子
〉
道
従
者
(
蛮
子
朝
制
)
「
導
」
、
墨
済
氏
筆
。
校
注
。
斜
右
上
燈
合
点
あ
り
。

こ
の
外
、
同
じ
く
墨
筆
校
合
注
で
あ
る
が
下
に
小
字
の
典
拠
が
施
さ
れ
た
も
の
が
若
干
認
め
ら
れ
る
。

A
市
或

側
長
令
余
輩
調
宮
徴
(
立
部
佼
川
)
「
命
或
」
、
墨
済
氏
筆
。
斜
右
上
濃
朱
合
点
を
施
す
。
本
文
「
令
」
の
右
濃
朱
左
澄
合
点
を
施
す
。

時
、
或
本
無
死
字
正
本

側
当
初
死
温
水
頭
身
没
(
新
豊
折
管
翁
mw
〉
「
時
」
、
濃
朱
筆
。
墨
校
注
七
字
、
時
賢
筆
、
元
、
眉
上
の
書
入
。
合
点
は
濃
朱
筆
。

寂
作
尤
菅
或

同
第
五
絃
声
寂
掩
抑
ハ
五
絃
弾
別
〉
墨
校
注
五
字
、
済
氏
筆
。
元
、
肩
上
に
あ
り
。

伝
戎
人
と
と
と
戎
人
之
中
正
本
或

同
伝
戎
人
ミ
ミ
之
中
我
苦
辛
(
伝
戎
人
制
)

「
神
」
、
墨
済
氏
筆
。
校
注
。
合
点
及
び
「
江
」
、
濃
朱
筆
。
「
人
」
に
淡
朱
筆
合
点
を
施
す
。

校
注
は
墨
、
時
賢
筆
。
元
、
眉
上
に
あ
る
を
移
す
。
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ω薄
朱
筆
。
次
の
時
賢
筆
校
注
が
認
め
ら
れ
る
。

敢
作
、
肯

同
少
敢
封
彊
死
(
華
原
磐
市
)
校
注
薄
朱
一
一
一
字
、
時
賢
筆
。
合
点
は
樟
筆
。

慶
側
、
卿
雲
(
司
天
台
却
〉
薄
朱
筆
校
注
。
「
卿
」
に
薄
朱
合
点
、
「
慶
」
に
斜
右
上
茶
、
左
上
樫
(
下
緑
青
〉
合
点
を
施
す
。

側
一
人
有
慶
兆
l

府
頼
ハ
捕
蜂
加
)
「
民
」
及
び
音
合
符
、
薄
朱
筆
。
「
人
」
の
斜
上
左
濃
朱
筆
合
点
を
施
す
。

側
競
績
不
塞
ハ
膿
国
楽
部
)
「
匙
」
の
合
点
、
茶
色
。
「
蹴
綴
」
の
薄
朱
筆
芦
点
ハ
去
)
ハ
去
)
。

媛
大
口
反

、
努
作
傍

凶
路
芳
走
出
(
伝
戎
人
初
〉
注
三
字
薄
朱
、
済
氏
筆
。
元
、
眉
上
に
あ
る
を
移
す
。
合
点
は
燈
筆
。

外
に
、
薄
朱
筆
校
注
で
小
字
典
拠
を
付
し
た
も
の
と
し
て
、
次
の
例
が
あ
る
。

歎
作
欲
或

凶
歎
王
化
之
先
近
後
遠
也
(
序
M
〉

注
四
字
薄
朱
(
や
・
〉
樫
色
が
か
る
も
薄
朱
筆
と
認
む
〉
、
済
氏
筆
か
。

元
、
盾
上
に
あ
る
を
移
す
。



同
時
賢
書
写
本
に
書
入
れ
ら
れ
た
藤
原
正
家
本
に
よ
る
校
合
注
に
つ
い
て

濃
朱
筆
。
す
べ
て
済
氏
の
筆
で
あ
る
。
次
の
個
所
に
施
さ
れ
て
い
る
。
濃
朱
校
注
の
例
か
ら
帰
納
す
れ
ば
、
本
文
々
字
に
濃
合
点
を
施

し
、
そ
の
上
向
字
右
(
左
)
車
内
に
濃
朱
芳
注
を
施
す
場
合
は
、
合
点
の
あ
る
文
字
が
正
家
本
々
文
で
あ
り
、
穿
注
は
正
家
本
の
校
注
と
見

倣
す
。
本
文
々
字
に
合
点
が
な
く
、
努
注
の
み
あ
る
場
合
は
、
そ
の
注
宇
が
正
家
本
々
文
と
見
倣
す
。

吟

凶
永
徽
之
人
舞
而
、
詠
(
法
曲
M
〉
合
点
も
濃
朱
筆
。
正
家
本
々
文
は
「
詠
」
な
ら
ん
。

努
凶
、
傍
無
辺
ハ
海
漫
々
押
)
合
点
も
濃
朱
筆
。
正
家
本
々
文
は
「
傍
」
な
ら
ん
。

者
者
字
無
之

岡
堂
上
者
坐
堂
下
立
ハ
立
部
伎
山
)

側
緑
l
衣
監
使
(
上
陽
人
凶
〉

六

宮
街
反
」
す
べ
て
濃
朱
筆
。
「
緑
衣
」
を
正
家
本
の
本
文
と
す
れ
ば
、
「
六
宮
」
は
校
注
な
ら
ん
。

間
二
人
最
離
(
胡
旋
女
別
〉
「
道
」
、
元
、
眉
上
に
あ
る
を
い
ま
移
す
。
正
家
本
々
文
「
道
」
な
る
べ
し
。

稽
サ
ト
セ

凶
唱
此
歌
悟
明
主
(
同

m)
「
内
情
」
(
訓
も
濃
朱
)
、
一
元
、
眉
上
に
あ
る
を
い
ま
移
す
。
「
悟
」
の
左
努
訓
の
合
点
及
び
別
訓
「
サ
ト
サ

ム
」
濃
朱
筆
な
る
故
、
ニ
字
の
何
れ
が
本
文
か
未
詳
。

道国

側
伝
、
道
雲
南
有
温
水
(
新
豊
折
管
翁
四
〉
「
道
」
の
合
点
は
濃
朱
筆
。
正
家
本
々
文
「
道
」
な
る
べ
し
。
右
穿
校
注
に
茶
筆
合
点
及
び

同
色
「
在
本
」
と
あ
り
。

側
当
桝
死
漉
水
頭
身
没
(
同
W
〉
正
家
本
々
文
「
初
」
な
る
べ
し
。

側
天
文
時
変
両
如
慨
(
司
天
台
却
)

色
、
斜
左
澄
色
合
点
あ
り
。

倒
率
土
皆
官
民
ハ
毘
明
春
水
満
却
〉

注
ニ
ヶ
所
、
共
に
濃
朱
筆
。
「
者
」
、
正
家
本
に
於
け
る
校
注
な
ら
ん
。
下
四
字
、
元
眉
上
。

左
芳
校
注
の
外
、
「
緑
衣
」
の
音
合
符
、
ヲ
コ
ト
点
「
の
」
、
「
監
」
の
声
点
(
平
声
・
去
声
〉
・
反
切
「
胡
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右
努
濃
朱
注
の
下
、
澄
筆
同
宇
あ
り
。
正
家
本
々
文
「
斯
」
な
る
べ
し
。
濃
朱
筆
宇
に
斜
右
茶

合
点
も
濃
朱
筆
。

(尚、

斜
上
左
に
樫
筆
合
点
も
あ
り
。
)

正
家
本
々
文
「
皇
」
な
る
べ
し
。



「
五
ロ
」
は
校
注
。

生
作
牲
又
姓

倒
夜
捉
生
(
城
塩
州
m
m
)

校
合
注
五
字
、
元
、
眉
上
に
あ
り
、

「
生
」
の
ヲ
コ
ト
点
及
び
句
点
、
濃
朱
筆
、
従
っ
て
正

い
ま
移
す
。

家
本
々
文
「
生
」
に
作
る
べ
し
。

凶
以
陽
為
字
(
道
州
民
捌
)

、楊
し。

合
点
澄
筆
、
濃
朱
校
合
注
の
下
、
澄
筆
同
字
あ
り
。

ヲ
コ
ト
点
よ
り
み
て
正
家
本
々
文
「
陽
」
な
る
べ

、
省
作
、
看
江

岡
徳
宗
省
表
知
如
此
(
蛮
子
朝
訓
)

は
澄
色
筆
。

読
作
、
註
江

川
開
競
績
不
塞
ハ
標
国
楽
町
州
)

鰻

開
花
、
富
斗
薮
(
同
四
)
合
点
も
濃
朱
筆
。
正
家
本
々
文
「
震
」
な
る
べ
し
。

太

太

同
致
、
大
平
:
:
:
遠
、
大
平
(
同
制
t
制
)

外
に
、
濃
朱
筆
校
注
で
、
下
に
小
字
の
典
拠
を
付
す
る
も
の
に
、

心
作
自
或

倒
以
心
感
人
と
心
帰
ハ
七
徳
舞
品
)

二
十
在
I

側
翁
年
廿
!
四
(
新
豊
折
管
翁
川
)

廿
四
五
本

成
来
或
唐
本
作
来
字

凶
脅
折
来
六
十
年
(
同
wm〉

校
注
、
元
、
眉
上
に
あ
る
を
移
す
。

二
つ
の
合
点
、
「
江
」

正
家
本
々
文
「
看
」
な
る
べ
し
。

合
点
は
茶
色
筆
。
「
江
」
は
楼
色
筆
。
正
家
本
々
文
「
駐
」
な
る
べ
し
。

二
つ
の
合
点
、
濃
朱
筆
。
正
家
本
々
文
「
大
」
な
る
べ
し
。

戸。
円
〈

U

次
の
例
が
み
ら
れ
る
。

校
注
四
字
、
元
、
屑
上
に
あ
る
を
移
す
。

右
芳
注
は
茶
色
筆
。
左
穿
注
は
濃
朱
筆
、
元
、
眉
上
に
あ
る
を
移
す
。

校
注
、
元
、
眉
上
に
あ
る
を
移
す
。
「
成
来
」
は
「
折
成
来
」
の
、
「
唐
本
作
来
字
」
は
「
折
来
来
」
の

意
な
る
べ
し
。

債
作
嘩
一
本

州
問
長
安
薬
償
(
城
塩
州

m〉

兄

子

或

倒
父
、
子
、
兄
弟
始
相
保
ハ
道
州
民
加
)

校
注
、
元
、
眉
上
に
あ
る
を
移
す
。

二
つ
の
合
点
は
濃
朱
筆
。
正
家
本
々
文
「
父
子
兄
弟
」
な
る
べ
し
。



綱
或

凶
渡
、
縄
一
橋
(
蛮
子
朝
制
)

、
由
或
作
、
知

倒
誠
由
陛
下
休
明
徳
(
同
抑
) 合

点
も
濃
朱
筆
。
正
家
本
々
文
「
縄
」
に
作
る
べ
し
。

校
注
、
元
、
眉
上
に
あ
る
を
移
す
。
上
の
合
点
、
濃
朱
筆
、
下
の
は
澄
色
筆
。
正
家
本
々
文
「
由
」

な
る
べ
し
。

外
作
殊
或

附
為
唐
外
臣
(
標
国
楽
町
叫
)

校
注
、
元
、
眉
上
に
あ
る
を
移
す
。

附
百
砕
詣
、
閤
門
(
岡
山
川
)

閣
或

同
樟
・
茶
・
緑
青
筆
で
一
不
さ
れ
る
本
よ
り
の
校
合
注
書
入
に
つ
い
て

合
点
、
薄
朱
筆
。

同
燈
筆
。
次
の
校
合
注
の
例
が
認
め
ら
れ
る
。

側
歎
王
化
之
先
近
後
遠
山
也
(
序
M
)

欲

瑳

倒
張
、
謹
(
七
徳
舞
日
)
合
点
は
濃
朱
筆
。

、声

倒
致
死
能
感
人
(
華
原
磐

m)
校
注
「
声
」
の
斜
右
濃
朱
合
点
、
斜
左
茶
色
合
点
を
施
す
。
正
家
本
も
「
声
」
に
作
る
な
ら
ん
。

制
東
、
醐
四
五
百
廻
円
(
上
陽
入
国
)
校
注
「
南
」
燈
筆
の
下
、
緑
青
筆
同
宇
あ
り
。

す
。
「
南
」
の
合
点
は
茶
色
筆
。
正
家
本
々
文
「
西
」
な
る
べ
し
。

倒
中
有
対
真
(
胡
旋
女

m〉

「
欲
」
、
「
歎
」
の
左
下
小
字
。
前
に
挙
げ
た
、
薄
朱
筆
「
或
」
本
も
「
欲
」
に
作
る
。
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「
西
」
の
斜
右
濃
朱
合
点
、
斜
左
澄
合
点
を
施

校
注
「
太
」
の
下
、
緑
青
筆
同
字
あ
り
。

M
W
禄
山
胡
旋

'P
迷
君
眼
(
同
日
)

刷
、
陽
成
(
道
州
民
都
)
「
陽
」
の
合
点
は
、
薄
朱
、
澄
筆
重
な
る
。
「
楊
」
の
合
点
は
、
澄
の
下
緑
青
筆
あ
り
。

楊

貢

伺
歳
、
進
媛
奴
(
同
加
)
「
進
」
の
合
点
は
濃
朱
筆
。
正
家
本
々
文
「
進
」
な
る
べ
し
。

亦
宇
無
之

M
W
牒
楽
不
来
君
亦
聖
(
標
国
楽
抑
)

燈
筆
「
女
」
(
「
o

」
も
同
色
〉
、
補
入
。
そ
の
下
、
緑
青
筆
同
字
あ
り
。

校
注
四
字
、
元
、
眉
上
に
あ
る
を
移
す
。
「
亦
字
無
」
の
三
字
、
下
緑
青
筆
あ
り
。

以
上
の
外
、
下
に
小
字
の
典
拠
を
付
す
る
例
も
あ
る
。



た
江

例
歌
太
l
定
(
法
曲
月
)

笠
或

M
W
撃
鼓
吹
笛
(
立
部
伎
町
〉
「
笛
」
の
ヲ
コ
ト
点
濃
朱
筆
。

楽
工
重
点
無
之
江

倒
用
之
捨
之
由
楽
工
と
と
・
宣
有
耳
如
壁
(
華
原
磐
川
)

音
合
符
、

ヲ
コ
ト
点
濃
朱
筆
。
菅
家
本
・
正
家
本
「
太
」
に
作
る
。

菅
家
本
・
正
家
本
「
笛
」
に
作
る
。

校
注
七
字
、

フE

肩
上
に
あ
る
を
移
す
。
「
楽
工
」
の
ヲ
コ
ト
点
「
に
」
、

下
の
読
点
濃
朱
筆
。
正
家
本
々
文
は
「
と
と
」
あ
る
な
ら
ん
。

心
君
在
〕

州
側
君
心
遂
忘
封
彊
臣
(
岡
山
)
「
心
君
」
は
恐
ら
く
誤
顛
な
ら
ん
。

白
髪
在
本
江
l

制
上
陽
。
人
ハ
上
陽
人
題
ゆ
)
菅
家
本
・
正
家
本
「
上
陽
人
」
に
作
る
。

鎗
作
槍
江

川
仰
張
鎗
(
新
豊
折
管
翁
市
)
校
注
四
字
、
元
、
眉
上
に
あ
る
を
移
す
。
本
文
二
字
の
声
点
濃
朱
筆
。
正
家
本
「
鎗
」
に
作
る
。

初
宇
無
之
江
本

側
当
初
死
温
水
頭
(
同

m)
校
注
六
字
、
元
、
眉
上
に
あ
る
を
移
す
。

如
今
両
字
無
之
江

川
開
何
況
如
今
鳶
鏡
中
妾
顔
未
改
(
大
行
路
加
)
注
字
、
元
、
眉
上
に
あ
る
を
移
す
。
「
江
」
を
除
き
六
字
、
下
緑
青
筆
あ
り
。

失
江

川
明
不
為
害
(
捕
陸
間
)
「
害
」
の
ヲ
コ
ト
点
濃
朱
筆
。
菅
家
本
・
正
家
本
「
害
」
に
作
る
。

推
江

M
W
左
挺
(
城
塩
州
制
)
本
文
元
字
は
恐
ら
く
誤
写
な
ら
ん
。

制
の
恐
児
孫
忘
使
君
ハ
道
州
民
加
)
こ
の
注
字
、
澄
色
に
朱
色
混
る
。

猶
江
朝
作
朔
江

川
開
唯
許
正
朝
服
漢
儀
(
伝
戎
人
淑
)
注
字
、
元
、
眉
上
に
あ
る
を
移
す
。

ω茶
色
筆
。
次
の
校
合
注
の
例
が
み
ら
れ
る
。

末

倒
天
宝
季
年
ハ
胡
旋
女
問
)
「
季
」
の
斜
左
合
点
濃
朱
筆
。
斜
右
燈
筆
(
下
、
緑
青
)
。
正
家
本
「
季
」
に
作
る
。

、未

聞
辺
功
、
不
立
生
人
怨
(
新
豊
折
菅
翁
加
)

義
問
誇
和
(
司
天
台
加
)

。。
司

ο

「
不
」
に
濃
朱
合
点
を
施
す
。
校
注
に
澄
筆
合
点
ハ
下
、
緑
青
)
を
施
す
。

本
文
々
字
に
濃
朱
合
点
を
施
す
。
校
注
に
燈
筆
合
点
(
下
、
緑
青
〉
を
施
す
。

外
に
、
校
注
の
下
、
小
字
典
拠
を
付
す
る
例
が
あ
る
。



、
能
作
、
書
菅
江

間
能
感
人
ハ
華
原
磐
問
〉

貼
作
抽
或

岡
戸
有
三
丁
黙
一
丁
(
新
豊
折
管
翁
w
m
)

二
十
在
i

同
翁
年
廿
四
(
同
問
〉
校
注
は
「
廿
」
を
「
二
十
」
に
表
記
す
る
意
な
る
べ
し
。

揮
在
l

同
棟
退
帰
郷
土
(
間
前
)

注
字
、
元
、
眉
上
に
あ
る
を
移
す
。
注
の
二
つ
の
合
点
及
び
「
江
」
は
燈
筆
。

校
注
、
元
、
眉
上
に
あ
る
を
移
す
。

ヲ
コ
ト
点
よ
り
す
れ
ば
正
家
本
「
棟
」
に
作
る
。

本
文
合
点
は
濃
朱
筆
、
校
注
合
点
は
燈
筆
ハ
下
、
緑
青
〉
。

側
、
下
凌
、
上
替
(
司
天
台

m)

、
上
、
下
或

尚
、
緑
青
色
筆
は
単
独
に
は
存
し
な
い
。
す
べ
て
、
重
書
さ
れ
、
他
色
の
下
に
在
る
の
で
項
を
た
て
な
い
。

更
に
、
本
来
な
ら
ば
、
以
上
の
資
料
の
中
か
ら
、
濃
朱
筆
、
薄
朱
筆
、
澄
、
茶
、
緑
青
筆
別
に
合
点
と
校
合
注
と
の
係
わ
り
を
整
理
す

べ
き
で
あ
る
が
、
紙
数
の
関
係
で
省
略
す
る
。

同
以
上
、
菅
家
書
写
本
に
施
さ
れ
た
、
藤
原
正
家
本
そ
の
他
諸
種
の
本
の
校
注
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
。
従
来
は
、
た
だ
時
賢
本
に

施
さ
れ
た
校
注
と
い
う
程
度
に
止
ま
っ
て
い
た
が
、
今
回
の
色
別
け
さ
れ
た
も
の
に
分
類
し
て
本
文
の
吟
味
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ

り
適
確
に
こ
の
二
本
な
ら
び
に
校
注
の
本
文
の
実
態
が
明
か
に
な
っ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

最
後
に
こ
れ
を
ま
と
め
る
意
味
で
、
以
上
の
校
合
注
の
拠
っ
て
い
る
諸
本
の
本
文
に
つ
い
て
述
べ
る
。

先
ず
藤
原
正
家
本
本
文
で
あ
る
が
、
校
合
の
結
果
か
ら
す
れ
ば
、
菅
家
本
と
の
異
同
は
極
め
て
少
な
い
。
ヲ
コ
ト
点
、
合
点
そ
の
他
諸

種
の
条
件
よ
り
勘
案
す
れ
ば
、
次
の
例
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
(
番
号
は
前
例
の
通
し
番
号
を
そ
の
ま
ま
使
用
。
以
下
同
)
。

遠
方
士

川
百
練
鏡
(
序
M
。
校
注
墨
筆
、
合
点
濃
朱
筆
)
削
惑
君
心
(
胡
旋
女
巾
。
合
点
濃
朱
筆
)
附
。
余
聴
(
五
絃
弾
泊
)

時

、

感

斯

凶
当
初
死
(
新
豊
折
脅
翁
問
。
校
注
濃
朱
)

M

W

両
如
何
(
司
天
台
加
。
校
注
濃
朱
筆
〉

(
蛮
子
朝
制
。
合
点
濃
朱
筆
)

(
蛮
子
朝
洲
)
例
鍋
一
績
不
塞
(
標
国
楽
制
)

聞
の
「
感
」
は
敦
健
本
・
調
諌
本
清
本
・
伍
忠
光
本
の
み
が
こ
れ
に
一
致
す
る
。

凶
聖
人、神

伺
徳
宗
省
表

看

M
M
の
「
遠
方
土
」
は
菅
家
本
の
み
無
し
。

{11) 
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「
人
」
に
作
る
は
稀
。
凶
「
時
」
に
作
る
は
宋
本
等
に
み
え
る
。
的
の
「
何
」
に
作
る
の
は
、

時
賢
本
の
外
、

旧
鈴
本
の
三
条
西
本

が
あ
る
。
倒
の
「
看
」
は
旧
紗
本
に
ま
ま
み
ら
れ
る
。

次
に
、
菅
家
本
に
施
さ
れ
た
墨
校
合
注
、
同
薄
朱
筆
注
を
は
じ
め
、
藤
原
正
家
本
本
文
と
見
徹
さ
れ
る
濃
朱
筆
注
、
ま
た
、
そ
の
他
の

澄
色
筆
、
茶
色
筆
に
つ
い
て
、
本
文
上
の
検
討
を
加
え
た
結
果
か
ら
す
れ
ば
、
な
か
に
は
若
干
の
文
字
に
つ
い
て
、
類
例
が
な
く
、
孤
立

し
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
多
く
は
従
来
校
勘
に
使
用
し
た
諸
本
と
の
関
連
が
認
め
ら
れ
、
且
つ
、
そ
の
夫
々
色
別
さ
れ
た
校
注
の
何
れ

を
と
っ
て
も
、
例
え
ば
一
貫
し
て
宋
本
に
拠
っ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
特
別
に
目
新
し
い
本
は
み
ら
れ
な
い
。
何
れ
も
旧
鈴
本
の
範
囲
を

超
え
る
も
の
で
は
な
い
。
と
同
時
に
、
そ
の
校
語
の
中
に
は
、
ま
ま
宋
刊
本
や
そ
の
他
の
中
国
刊
本
に
連
な
る
文
字
も
見
出
さ
れ
た
。
こ

の
こ
と
は
、
校
語
の
拠
る
本
と
し
て
と
き
に
宋
刊
本
も
使
用
(
一
例
「
唐
本
」
と
明
記
さ
れ
る
)
さ
れ
た
と
解
し
得
る
し
、

旧
紗
本

ま
た

で
あ
っ
て
も
宋
本
系
統
の
本
に
連
な
る
文
字
を
持
つ
本
も
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え
る
。

こ
の
こ
と
は
、
色
別
け
し
て
示
さ
れ
た
校
注
の
、
そ
の
色
と
同
数
の
夫
々
特
に
別
種
の
本
文
を
認
め
る
こ
と
に
消
極
的
た
ら
し
め
る
。

こ
こ
に
使
用
さ
れ
た
旧
紗
本
聞
に
は
異
同
も
比
較
的
少
な
く
、
従
っ
て
、
以
上
、
校
注
等
を
手
が
か
り
に
、
本
文
の
系
統
等
に
関
し
て
余

り
深
入
り
し
て
考
察
す
る
こ
と
は
さ
し
控
え
る
方
が
安
全
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
校
語
の
施
さ
れ
て
い
る
個
所
の
菅
家
木
本
文
に
つ
い
て
検
討
し
、
ま
た
、
施
さ
れ
た
数
多
く
の
校
語
の
中
か
ら
、
従
来
の
校

勘
諸
本
に
は
比
較
的
稀
な
例
を
若
干
挙
げ
る
こ
と
に
す
る
。

川
刊
菅
家
本
本
文
に
つ
い
て

こ
の
本
は
い
う
迄
も
な
く
旧
紗
本
の
う
ち
の
一
本
で
あ
る
が
、
次
に
挙
げ
る
例
が
示
す
よ
う
に
、
時
と

し
て
、

宋
本
や
宋
本
系
統
の
本
文
に
一
致
し
、

旧
紗
本
と
異
る
個
所
が
認
め
ら
れ
る
(
『
神
田
本
白
氏
文
集
の
研
究
』
校
勘
表
を
参
照
)
。

凶
戸
有
三
丁
貼
一
丁
ハ
w
m
)

抽

帥
聖
人
(
制
)
雅
章
本
「
人
」
に
作
る
。
旧
鈴
本
・
刊
本
諸
本
皆
「
神
」
に
作
る
。

ー
噛
叩
江

「
勅
」
に
作
る
の
は
、
敦
燥
本
・
宋
本
等
刊
本
・
調
諌
本
等
。
旧
紗
本
は
「
拍
」
に
作
る
。
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制
少
桝
封
彊
死
(
市
)

M
W
鵬
密
室
一
室
(
却
)
御
物
本
・
神
田
本
校
注
「
卿
」
に
作
る
。
他
本
は
「
慶
」
に
作
る
。

欲ω歎
王
化
之
先
近
後
遠
(
序
M
)

ω天
文
時
変
両
知
一
酬

(m〉

声

倒
立
弁
致
死
能
感
人
(

m

)

南

帥
東
西
四
五
百
廻
円
(
山
間
) 慶

安
刊
本
・
雅
章
本
「
敢
」
に
作
る
。
他
本
は
「
肯
」
に
作
る
。

慶
安
刊
本
・
雅
章
本
「
歎
」
に
作
る
。
他
本
は
「
欲
」
に
作
る
。

ニ
条
西
本
「
何
」
に
作
る
。
他
本
は
「
斯
」
に
作
る
。

敦
燈
本
・
調
諌
本
・
三
条
西
本
「
能
」
に
作
る
。
他
本
は
「
声
」
に
作
る
。

こ
の
本
の
外
、

正
家
本
、
神
田
本
、
及
び
、

敦
短
本
・
宋
刊
本
・
調
諌
本
等
「
西
」
に
作
る
。

!日
紗

本
の
管
見
抄
本
・
醍
醐
寺
本
・
高
野
本
・
天
理
永
仁
本
・
京
大
三
本
・
某
家
鎌
倉
紗
本
・
猿
投
諸
本
・
三
条
西
本
「
南
」
に
作
る
。

白
髪
在
本
江
l

制
上
陽

O
人
(
題
ゆ
)
敦
短
本
・
調
諌
本
、

陽
白
髪
人
」
に
作
る
。

未

聞
辺
功
不
立
生
人
怨
ハ
加
〉

旧
紗
本
中
、

御
物
本
(
又
、
定
家
奥
入
所
収
本
〉
「
白
髪
」
の
二
宇
無
し
。
他
本
は
「
上

正
家
本
・
御
物
本
・
京
大
三
本
、

敦
燈
本
・
英
華
本
「
不
」
に
作
る
。
神
田
本
等
旧
紗
本
、

宋
本
等
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刊
本
・
訊
諌
本
・
慶
安
刊
本
「
未
」
に
作
る
。

以
上
の
諸
例
に
よ
っ
て
菅
家
本
の
特
徴
が
か
な
り
明
か
に
な
っ
た
。
旧
紗
本
と
宋
刊
本
等
の
本
文
の
異
同
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

謂
わ
ば
相
対
的
な
も
の
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
間
に
あ
っ
て
、
敦
煙
本
が
こ
の
両
者
聞
に
介
在
し
、
旧
紗
本
で
は
特
異
な
一
本
で
あ
る
墨
跡
本

の
御
物
本
な
ど
も
こ
れ
に
似
た
一
面
を
も
っ
て
、
時
に
宋
本
等
刊
本
に
近
づ
く
。
こ
の
菅
家
本
な
ど
も
、
旧
紗
本
の
な
か
で
は
、
比
較
的

に
御
物
本
に
近
い
一
面
を
有
す
る
も
の
と
見
倣
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

同
次
に
校
注
の
中
か
ら
、
自
民
文
集
本
文
全
体
に
つ
い
て
示
唆
を
与
え
る
も
の
や
、
比
較
的
稀
な
例
若
干
を
抄
出
し
て
示
す
。

間
扶
入
車
中
不
教
突
(
閣
)

敢

高
野
本
・
天
理
永
仁
本
・
某
家
鎌
倉
紗
本
・
猿
投
諸
本
・
三
条
西
本
が
あ
る
。

「
敢
」
に
作
る
本
に
、
敦
短
本
・
調
諌
本
明
本
・
慶
安
刊
本
及
び
旧
抄
本
の
管
見
抄
本
・
真
福
寺
本
・



図

的
長
者
不
過
三
尺
徐
〈
加
)

敦
爆
本
・
御
物
本
「
四
」
に
作
る
。

敦
短
本
・
宋
本
等
刊
本
・
調
諌
本
・
楽
府
本
・
慶
安
刊
本
「
良
」
に
作
る
。
醍
醐
寺
本
・
猿
投
観
応
本
亦
同

附
得
作
斉
人
身
(
加
)

良

じ
。
神
田
本
・
御
物
本
等
旧
紗
本
「
斉
」
に
作
る
。

M
W
緑
衣
監
使
ハ
凶
〉

六

宮

捧

ω長
安
薬
価
黄
靖
国
賎
(
m
)

兄
子
或

帥
父
子
兄
弟
知
相
保
(
加
)

敦
健
本
「
緑
宮
」
に
作
る
。
調
諌
本
「
六
宮
」
に
作
る
。

宋
本
等
刊
本
・
調
諌
本
・
楽
府
本
・
慶
安
刊
本
「
堕
」
に
作
る
。

旧
紗
本
の
外
、

敦
煙
本
・

宋
本
等
刊
本
・
楽
府
本
・
慶
安
刊
本
、
御
物
本
「
父
兄
子
弟
」
に
作
る
。

調
諌
木
本
文
に
同
じ
。

殊
或

M
W
巨
父
願
唐
外
臣
(
初
)

末

倒
天
宝
季
年
(
巾
)

「
殊
」
こ
の
例
の
外
は
知
ら
ず
。

敦
短
本
・
調
諌
本
・
英
華
本
の
外
、
三
条
西
本
「
末
」
に
作
る
。

側
下
凌
上
替
(
泊
)

上

下

或

菅
家
本
や
正
家
本
校
訂
の
頃
は
、
無
論
宋
刊
本
も
将
来
さ
れ
て
お
り
、
降
っ
て
鎌
倉
時
代
、
金
沢
本
の
豊
原
奉
重
な
ど
は
宋
本
を
校
勘

敦
煙
本
・
宋
本
等
刊
本
・
郭
本
・
調
諌
本
・
楽
府
本
・
慶
安
刊
本
、
三
条
西
本
「
上
下
」
に
作
る
。

に
縦
横
に
駆
使
し
た
。
済
氏
が
宋
刊
本
を
実
際
に
手
元
に
留
め
て
使
用
し
た
と
い
う
確
証
は
、
校
注
の
注
記
の
中
に
は
認
め
難
い
が
、
以

上
の
例
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
如
く
、
刊
本
系
統
の
諸
本
の
存
在
は
充
分
に
認
め
ら
れ
る
。

そ
し
て
更
に
も
う
一
つ
、
こ
の
時
賢
本
と
神
田
本
を
比
較
す
る
と
い
う
問
題
が
残
る
。
こ
れ
は
既
に
述
べ
た
知
く
、
校
勘
表
を
作
成
し

て
あ
る
の
で
詳
細
は
そ
れ
に
譲
る
。

こ
れ
は
本
文
そ
の
も
の
に
関
し
て
で
は
な
い
が
、
各
篇
題
下
に
小
字
側
注
が
施
さ
れ
、
更
に
原
注
が
続
く
場
合
、
神
岡
本
外
紗
本
の
多

く
は
、

一
宇
あ
け
て
続
け
て
す
ぐ
書
加
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
、
時
賢
本
は
注
文
は
題
か
ら
低
一
字
、
必
ず
改
行
す
る
。
猿
投
貞
治
写
本
は

こ
れ
と
同
様
で
あ
り
、
三
条
西
家
本
は
題
と
同
じ
高
さ
で
改
行
さ
れ
る
。
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本
文
に
つ
い
て
は
、
両
本
は
近
い
本
で
は
あ
る
が
、
例
え
ば
附
の
凶
例
に
も
挙
げ
た
よ
う
な
、
若
干
の
異
同
が
認
め
ら
れ
る
の
は
事
実

で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
相
違
点
を
検
す
れ
ば
、

「
好
生
毛
羽
悪
成
箔
(
大
行
路

m)」
の
「
成
」
に
関
し
、

「
生
」
に
作
る
本
が

例
え
ば
、

あ
り
、
旧
抄
本
で
は
神
田
本
・
管
見
抄
、

刊
本
で
は
宋
本
等
刊
本
・
英
華
本
刊
本
・
調
諌
本
・
慶
安
刊
本
等
が
あ
る
。

「
成
」
に
作
る
の

は
、
英
華
本
紗
本
・
楽
府
本
が
あ
り
、

旧
鈴
本
で
は
時
賢
本
〈
菅
家
本
〉
の
外
、

御
物
本
・
醍
醐
寺
本
・
高
野
本
・
天
理
永
仁
本
・
京
大

三
本
・
某
家
鎌
倉
紗
本
・
猿
投
諸
本
・
三
条
西
本
が
あ
る
。
こ
れ
を
み
れ
ば
、
異
同
の
淵
源
す
る
と
こ
ろ
は
唐
紗
本
に
ま
で
遡
ら
ざ
る
を

得
ず
、
長
き
に
亘
っ
て
諸
本
に
二
分
さ
れ
て
現
状
に
至
っ
た
跡
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
と
向
性
質
の
異
同
個
所
は
外
に
も
認
め

ら
れ
る
。

と
同
時
に
、
神
田
本
・
時
賢
本
・
御
物
本
の
外
に
、
も
と
平
安
紗
本
に
拠
る
と
思
わ
れ
る
慶
安
刊
本
の
本
文
を
も
含
め
、
こ
れ
ら
平
安

抄
本
あ
る
い
は
そ
の
旧
態
を
留
め
る
諸
本
の
本
文
に
は
、
夫
々
、
ま
ま
刊
本
の
文
字
に
一
致
す
る
個
所
を
含
む
点
に
於
て
も
極
め
て
類
似

し
て
い
る
。
論
理
的
に
は
矛
盾
す
る
か
に
み
え
は
す
る
が
、
筆
者
は
こ
の
点
こ
そ
、
こ
れ
ら
諸
本
が
唐
紗
本
の
原
姿
に
近
い
所
以
で
あ
ろ

う
と
す
ら
思
っ
て
い
る
。
神
田
本
の
本
文
の
特
徴
に
つ
い
て
は
既
に
別
に
述
べ
た
。

そ
し
て
こ
の
時
賢
本
(
正
確
に
は
菅
家
本
・
正
家
本
)

や
御
物
本
な
ど
に
つ
い
て
も
、

そ
の
淵
源
は
古
く
に
遡
っ
て
、

他
の
、

謂
わ
ば
第
二
次
旧
鈴
本
と
は
一
線
を
画
し
て
存
す
る
と
い
う
実

感
が
筆
者
に
は
あ
る
。

〔補〕

彩
色
筆
特
に
朱
筆
に
つ
い
て
の
最
終
的
見
解
と
そ
の
処
置

ニ
の
注

ωに
於
て
、
既
に
、
時
賢
本
に
施
さ
れ
た
ヲ
コ
ト
点
や
訓
点
等
の
複
数
の
彩
色
筆
に
つ
い
て
触
れ
た
。
そ
し
て
、
最
後
に
拙
稿

の
末
尾
に
掲
げ
る
時
賢
本
の
翻
字
文
並
び
に
そ
れ
に
伴
う
色
別
の
注
を
作
成
す
る
に
当
り
、
こ
の
本
に
施
さ
れ
て
い
る
彩
色
筆
全
体
を
、

猶
残
る
若
干
の
問
題
点
解
明
の
た
め
に
、
改
め
て
原
本
に
つ
い
て
調
査
し
吟
味
し
た
結
果
、
特
に
そ
の
中
の
朱
色
筆
に
関
し
て
は
、
次
の
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知
く
整
理
分
類
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
達
し
た
。

こ
の
本
に
施
さ
れ
た
朱
筆
は
、

仙
川
や
や
黒
味
を
帯
び
た
赤
系
統
の
朱
筆
の
二
種
が
あ

基
本
的
に
は
同
燈
色
の
や
や
勝
っ
た
朱
筆
と
、

る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
細
か
く
検
討
す
れ
ば
、
こ
の
例
似
筆
の
夫
々
の
色
に
同
じ
く
み
ら
れ
る
が
、
色
が
あ
る
程
度
層
を
な
し
て
本
来
の

色
が
そ
の
ま
ま
保
た
れ
て
い
る
場
合
の
外
に
、
色
の
層
が
剥
落
す
る
か
或
は
始
め
か
ら
層
を
な
さ
な
い
程
薄
い
濃
度
の
朱
が
用
い
ら
れ
て

い
る
結
果
、
無
論
、
両
者
は
本
来
同
質
で
は
あ
る
が
、
前
者
よ
り
薄
色
に
み
え
る
場
合
が
あ
る
。
前
の
記
述
で
は
薄
い
朱
色
筆
と
い
う
表

記
を
使
用
し
た
が
、
そ
う
い
う
更
に
別
種
の
色
は
元
来
存
し
な
い
。
こ
こ
に
朱
筆
全
体
を
改
め
て
例

ω筆
に
分
類
し
た
こ
と
を
明
に
す
る

と
共
に
「
薄
朱
筆
」
と
い
う
表
記
に
つ
い
て
は
以
後
使
用
し
な
い
よ
う
訂
正
す
る
。

既
に
触
れ
た
通
り
、

彩
筆
に
つ
い
て
は
朱
色
筆
の
ほ
か
に
、

こ
の
本
に
は
別
に
燈
色
・
茶
色
(
濃
薄
あ
り
〉
・
緑
青
色
(
こ
れ
は
殆
ん

ど
総
て
抹
消
〉
の
諸
色
筆
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
中
で
、
朱
色
の
例
筆
と
澄
色
筆
と
は
比
較
的
近
い
場
合
が
あ
り
、
時
に
識
別
が
や

や
困
難
な
こ
と
も
生
じ
る
。
燈
色
筆
は
、
時
と
し
て
、
あ
る
一
定
の
範
囲
内
に
限
れ
ば
他
の
個
所
よ
り
よ
り
鮮
か
に
み
え
る
場
合
も
あ
る

が
、
色
相
と
し
て
は
ほ
ぼ
安
定
し
て
い
る
の
に
対
し
、
朱
色
の
例
筆
は
と
き
に
燈
色
が
か
勺
か
、
或
い
は
や
や
赤
味
が
加
わ
る
か
と
い
う

よ
う
に
、
色
相
が
揺
れ
て
い
る
。
こ
の
本
の
彩
色
筆
の
全
量
に
対
し
て
、
こ
の
例
筆
の
占
め
る
率
が
比
較
的
高
い
だ
け
に
、
研
究
者
に
対

し
同

ω筆
並
び
に
燈
色
筆
を
縫
っ
て
一
種
の
困
乱
を
起
し
易
く
し
て
い
る
。
筆
者
も
こ
の
三
筆
の
明
瞭
な
識
別
上
の
規
準
を
た
て
る
の
に

永
い
間
確
信
を
持
ち
得
な
か
っ
た
こ
と
を
つ
け
加
え
る
。
例
筆
に
は
か
く
揺
れ
の
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
筆
者
は
、
そ
の
揺
れ
を

統
一
し
て
例
筆
と
い
う
わ
く
に
ま
と
め
得
る
も
の
と
、

い
ま
は
み
て
い
る
。

こ
の
例
筆
は
ヲ
コ
ト
点
(
星
点
〉
の
な
か
ば
以
上
の
個
所
に
用
い
ら
れ
、
そ
の
外
に
も
、
訓
点
、
諸
種
の
書
入
れ
等
に
も
、
濃
淡
二
様

を
交
え
つ
つ
用
い
ら
れ
て
い
る
。
奥
書
の
ど
こ
を
み
て
も
特
に
こ
の
例
筆
に
関
す
る
記
述
は
み
ら
れ
な
い
が
、
こ
の
筆
に
よ
る
星
点
が
多

く
み
ら
れ
、

こ
の
例
筆
こ
そ
時
賢
本
の
底
本
で
あ
る
菅
家
本
に
施
さ
れ
て
い
る
訓
点
で
あ
り
、

つ
ま

訓
点
も
多
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

- 44ー



り
、
時
賢
が
書
写
し
た
本
文
に
、
済
氏
の
手
に
よ
っ
て
移
点
さ
れ
た
も
の
と
認
め
る
外
は
な
か
ろ
う
。

正
家
本
の
訓
点
が
朱
筆
の
同
筆
を
以
て
表
記
さ
れ
、
そ
の
他
の
諸
本
の
訓
点
が
、
夫
々
、
澄
色
・
茶
色
等
を
以
て
示
さ
れ
る
の
は
、
恐

作
り
/
¥
、

一
種
の
便
宜
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
移
点
に
際
し
て
は
屡
々
同
様
の
処
置
が
認
め
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
官
家
本
は
時
賢
書
写
本
の

底
本
で
あ
り
、
そ
の
書
写
さ
れ
た
本
文
に
済
氏
の
手
に
よ
り
、
菅
家
本
の
訓
点
が
す
べ
て
移
さ
れ
た
に
相
違
な
い
。
小
林
氏
は
墨
筆
仮
名

の
み
を
菅
家
の
訓
点
と
見
倣
さ
れ
る
が
、
官
家
本
に
も
ヲ
コ
ト
点
や
句
読
点
の
み
で
な
く
、
朱
筆
訓
点
や
書
入
等
を
認
め
る
方
が
、
点
本

の
実
態
か
ら
す
れ
ば
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
。
前
記
の
注
文
に
於
て
記
し
た
「
薄
朱
筆
」
と
は
同
筆
と
置
換
え
て
処
置
し
て
戴
け
れ
ば
幸

で
あ
る
。

同
じ
く
前
記
注
文
に
於
て
「
濃
朱
筆
」
と
い
う
記
述
に
該
当
す
る
筆
は
、

い
ま
こ
こ
で
い
う

ω筆、
つ
ま
り
や
や
黒
味
を
帯
び
た
赤
系

統
の
朱
筆
を
指
す
の
で
そ
う
承
知
願
い
た
い
。
書
写
奥
書
の
中
で
済
氏
は
「
彼
点
以
朱
写
之

校
了
」
と
書
き
、
特
に
朱
筆
を
以
て
書

き
加
え
た
「
校
了
」
の
二
字
の
朱
色
は
、
そ
の
ま
ま

ω筆
と
完
全
に
一
致
す
る
。
こ
の

ω筆
は
例
筆
と
は
異
な
り
、
色
相
が
安
定
し
、
濃

淡
の
別
は
認
め
ら
れ
る
が
、
全
巻
に
亘
っ
て
色
相
上
の
揺
れ
は
殆
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
。

仙
川
筆
は
ヲ
コ
ト
点
に
も
屡
々
認
め
ら
れ
、
訓
や
校
注
等
の
書
入
れ
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
何
れ
も
藤
原
正
家
本
か
ら
の
移
点
に
よ
る

こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
例
筆
が
菅
家
本
に
拠
る
も
の
で
あ
り
、

ω筆
が
正
家
本
に
拠
る
と
す
れ
ば
、
移
点
の
時
期
に
関
し
て
は
、

ω門
筆
が

先
で
あ
る
こ
と
は
理
の
当
然
で
あ
り
、
従
っ
て
両
筆
が
童
書
さ
れ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
制
筆
が
下
で
あ
り
そ
の
逆
は
認
め
ら
れ
な
い
。

こ
の
同

ω筆
が
実
際
に
重
ね
書
き
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
瞭
に
認
め
得
る
例
と
し
て
は
ヲ
コ
ト
点
や
句
読
点
が
あ
る
。
二
種
の
色
に
よ

る
小
丸
が
童
書
さ
れ
る
と
き
、
後
筆
つ
ま
り

ω筆
の
方
が
は
じ
め
の
例
筆
を
完
全
に
覆
っ
て
了
う
こ
と
な
く
若
干
の
ず
れ
が
認
め
ら
れ
る

こ
と
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
筆
者
は
重
書
の
あ
り
そ
う
な
個
所
に
つ
い
て
、
既
述
の
ル

i
。
へ
を
使
用
し
て
一
つ
宛
二
種
の
色
の
存
在
を
確

認
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
無
論
、
こ
う
い
う
個
所
は
訓
に
於
て
も
同
様
に
認
め
ら
れ
る
。
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但
し
、
そ
う
い
う
重
書
の
個
所
を
総
て
挙
げ
尽
す
こ
と
は
恐
ら
く
出
来
ま
い
し
、
ま
た
、

ω筆
の
方
が
濃
朱
で
あ
る
の
で
、
山
間
筆
が
川
川

筆
の
下
に
覆
わ
れ
て
そ
の
存
在
を
認
め
得
な
い
個
所
も
当
然
あ
り
得
ょ
う
。

ω筆
単
独
の
個
所
と
、

ω例
川
川
筆
が
重
な
っ
て
い
る
の
に
実
際

は

ω筆
の
み
認
め
ら
れ
得
る
個
所
と
の
区
別
は
、
こ
れ
亦
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
。

そ
れ
に
も
う
一
つ
、
同

ω筆
の
夫
々
に
つ
い
て
、
前
述
の
比
較
的
薄
色
で
あ
る
個
所
が
少
く
な
く
、
そ
の
薄
色
の
例

ω筆
を
同
筆
、

ω

筆
と
厳
密
に
す
べ
て
区
別
す
る
こ
と
が
、
こ
れ
亦
そ
れ
程
容
易
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
か
か
る
場
合
の
処
置
と
し
て
は
、
結
局
例
筆
で
も

ω筆
で
も
な
い
、

た
だ
の
朱
筆
と
い
う
表
現
に
止
め
ざ
る
を
得
ず
、
も
し
強
い
て
何
れ
か
に
当
て
れ
ば
反
っ
て
不
正
確
に
な
っ
て
了
う
。

筆
者
が
こ
の
朱
色
の
同

ω筆
の
区
別
に
か
く
も
拘
泥
す
る
の
は
、
偏
え
に
時
賢
本
の
中
に
交
っ
て
存
在
す
る
正
家
本
の
本
文
や
訓
点
の

実
態
を
、
全
体
と
し
て
よ
り
正
確
に
把
握
せ
ん
が
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
と
関
連
し
て
、
無
論
、
朱
筆
を
も
含
め
時
賢
本
全
体
に
施
さ
れ
た

彩
色
筆
部
分
を
総
て
色
別
に
示
し
た
注
を
既
に
筆
者
は
一
応
用
意
し
た
。
次
に
挙
げ
る
時
賢
本
々
文
の
翻
字
文
を
単
色
に
し
た
の
は
、
当

然
、
こ
の
色
別
の
注
の
存
在
を
前
提
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。

但
し
、

ほ
か
の
色
に
関
し
て
は
特
に
問
題
は
な
い
が
、
朱
筆
の
例

ω筆
の
区
別
に
関
し
て
は
、
猶
、
原
本
に
つ
い
て
検
討
の
余
地
が
若

干
存
す
る
。
時
賢
本
を
い
ま
単
色
の
ま
ま
翻
字
す
る
に
当
り
、
色
別
の
注
を
附
さ
な
い
ま
ま
で
、
こ
れ
を
刊
行
す
る
こ
と
は
筆
者
と
し
て

は
誠
に
遺
憾
で
あ
る
が
、

よ
り
納
得
の
ゆ
く
も
の
に
し
て
次
号
に
廻
す
こ

い
ま
、
若
し
本
文
の
解
説
に
も
誤
が
あ
れ
ば
補
訂
を
も
加
え
、

と
に
敢
て
踏
み
き
っ
た
。
結
果
的
に
は
翻
字
文
と
そ
の
注
と
が
別
に
な
り
極
め
て
不
便
で
は
あ
る
が
、
こ
の
点
に
関
し
、
特
に
諒
承
を
得

た
く
思
っ
て
い
る
。

(
昭
和
五
十
九
年
三
月
十
六
日
)

時
賢
本
の
長
期
に
亘
る
閲
覧
・
調
査
や
そ
の
撮
影
に
関
b
て
は
、
こ
の
典
籍
を
所
蔵
さ
れ
る
宮
内
庁
書
陵
部
よ
り
そ
の
都
度
格
別
の
御
便
宜
を
辱

く
し
た
。
ま
た
、
今
回
、
こ
の
研
究
に
翻
字
文
を
も
掲
載
す
る
こ
と
に
御
許
可
を
賜
っ
た
。
書
陵
部
当
局
に
対
し
深
甚
な
る
謝
意
を
表
す
る
。
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凡

例

一
、
こ
こ
に
全
巻
を
翻
字
す
る
の
は
次
の
典
籍
で
あ
る
。

一
問
納
断
一
崎
白
氏
文
集
巻
三
新
楽
府
元
亨
写
本
一
軸

一
、
翻
字
に
際
し
て
は
、
出
来
う
る
限
り
原
本
に
近
か
ら
し
め
る
よ
う
努
め
る
が
、
次
の
よ
う
な
基
本
方
針
に
従
っ
た
。

一
、
本
文
の
漢
字
の
字
体
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
正
字
体
を
使
用
す
る
が
、
こ
の
本
の
実
際
に
即
し
て
多
く
の
別
字
体
・
略
字
体

を
も
併
用
し
た
。
誤
字
を
訂
正
す
る
等
、
私
意
を
加
え
る
場
合
は
、
す
べ
て
そ
の
旨
注
記
し
た
。

一
、
本
文
の
漢
字
を
除
き
、

句
読
点
・
訓
点
・
校
注
(
行
問
、
眉
上
)
・
書
入
〈
同
)
等
に
関
し
て
は
、

す
べ
て
こ
れ
を
手
写
し
た
。

従
っ
て
、
片
仮
名
の
異
体
等
に
関
し
て
も
原
形
通
り
に
示
し
た
。

て
こ
の
本
に
は
、
句
読
点
や
返
点
の
外
、
訓
や
そ
の
合
点
、
声
点
、
音
訓
合
符
・
音
訓
読
符
、
書
入
等
に
関
し
、
墨
筆
の
ほ
か
、
朱

筆
・
燈
色
筆
・
茶
色
筆
・
緑
青
色
(
但
し
す
べ
て
抹
消
)
の
諸
色
筆
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
翻
字
本
文
は
単
色
で
示
し
た
が
、
注
に

於
て
こ
れ
ら
の
総
て
に
つ
い
て
、
色
の
区
別
を
示
し
た
。
従
っ
て
、
注
文
中
記
述
な
き
個
所
は
す
べ
て
墨
筆
を
意
味
す
る
。

前
の
文
中
に
述
べ
た
事
情
か
ら
、
注
文
は
こ
の
翻
字
文
の
末
尾
に
は
な
く
、
次
号
に
附
載
さ
れ
る
。

一
、
訓
点
や
書
入
等
に
関
し
、
も
と
緑
青
色
筆
が
抹
消
さ
れ
そ
の
上
に
燈
色
(
稀
に
朱
筆
・
茶
色
筆
も
含
む
〉
に
よ
り
重
書
さ
れ
て
い

る
場
合
が
砂
く
な
い
。
翻
宇
文
に
は
示
し
難
い
の
で
、
注
記
に
於
て
「
澄
色
(
下
緑
青
色
)
」
等
と
表
記
し
た
。

一
、
菅
家
本
の
中
に
混
る
藤
原
正
家
本
〔
朱

ω筆
〕
の
訓
点
の
実
態
の
一
端
を
示
す
た
め
、
仙
川
筆
の
句
読
点
・
星
点
は
や
や
形
を
大
き

く
し
て
示
し
た

D
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一
、
本
文
の
各
行
の
字
数
は
原
則
と
し
て
原
本
通
り
に
し
た
が
、

都
合
に
よ
り
一
字
分
だ
け
前
後
に
ず
れ
る
個
所
が
生
じ
た
。
こ
れ
は

注
記
に
於
て
総
て
示
し
た
。

一
、
問
題
の
あ
る
個
所
は
す
べ
て
注
記
に
於
て
示
し
た
。

一
、
こ
の
本
に
施
さ
れ
た
ヲ
コ
ト
点
を
帰
納
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

2 

ト

LA ー-
カ

ト、

をぬほ

i
!

ナ

何
阿
弥
山

J、

• 

ヲ
は

a

一
川
崎

4
F
/

一

8
F
的
t

e

誇
h

め
M

…

え

71 

Eu¥ 

殺

-γ' 

星
点
・
句
読
点
は
朱
同

ω筆
の
外
に
、
撞
色
筆
・
茶
色
筆
も
あ
る
。
線
点
は
墨
筆
の
外
、
ご
く
稀
に
茶
色
筆
が

あ
る
。
音
訓
合
符
は
墨
・
朱
例
似
・
撞
・
茶
色
筆
に
て
施
さ
れ
る
。
音
読
符
は
朱
墨
の
外
、
茶
色
筆
・
角
筆
が

あ
る
。
訓
合
符
は
朱
墨
筆
で
あ
る
。
人
名
符
に
も
朱
墨
筆
が
あ
る
。
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